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制
定
法
に
於
け
る
事
務
配
分
単
位
の
変
容
と
そ
の
意
義
（
一
）

－
　
所
謂
「
分
担
管
理
原
則
」
　
の
影
響
　
－

松　

戸 
 
 

浩

六　五　四　三　二　一

序行
政
官
庁
法
・
国
家
行
政
組
織
法
の
制
定
過
程
に
於
け
る
事
務
配
分
規
定
形
式
変
更
の
経
緯

分
担
管
理
原
則
と
の
関
係

行
政
官
庁
理
論
と
の
関
係
（
以
上
、
本
号
）

各
省
大
臣
を
中
心
と
し
た
事
務
配
分
の
成
立
の
経
緯

結
び一

　

序

先
に
筆
者
は
、
「
事
務
配
分
規
定
成
立
の
経
緯
」
と
い
う
題
名
の
論
考
を
著
わ
し
、
一
九
九
九
年
改
正
前
の
各
省
設
置
法
が
所
掌
事
務

規
定
・
権
限
規
定
の
二
本
立
て
と
な
っ
て
い
た
こ
と
の
経
緯
を
、
そ
れ
を
規
定
す
る
要
因
と
な
っ
た
国
家
行
政
組
織
法
・
各
省
設
置
法
の

制
定
過
程
並
び
に
そ
の
前
史
た
る
各
省
官
制
通
則
下
の
状
況
及
び
行
政
官
庁
法
の
制
定
過
程
の
検
討
を
通
じ
て
解
明
す
る
こ
と
に
努
め
た

（
愛
知
大
学
法
経
論
集
一
六
〇
号
二
月
以
下
、
一
六
二
号
三
九
頁
以
下
、
一
六
四
号
三
三
頁
以
下
）
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
恒
久
法
た
る
行
政

官
庁
法
・
国
家
行
政
組
織
法
案
に
対
す
る
総
司
令
部
民
政
局
C
・
P
・
マ
ー
カ
ム
の
意
見
及
び
各
省
設
置
法
案
に
対
す
る
民
政
局
意
見
の

二
つ
が
特
に
右
の
各
省
設
置
法
の
規
定
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
を
、
関
係
史
科
を
挙
げ
つ
つ
具
体
的
に
指
摘
し
た
。
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他
方
で
こ
の
国
家
行
政
組
織
法
の
制
定
に
際
し
て
は
、
事
務
配
分
の
名
宛
が
各
省
官
制
の
下
で
の
各
省
大
臣
か
ら
各
省
と
い
っ
た
組
織
体

に
変
更
さ
れ
る
と
い
う
重
要
な
変
更
点
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
我
国
行
政
法
学
で
一
般
的
に
説
か
れ
る
－
尤
も
そ
の
説
か
れ
て
い
る
内
容

（1）

は
必
ず
し
も
理
論
的
に
は
明
確
な
も
の
で
は
な
い
－
「
二
つ
の
行
政
機
関
概
念
」
　
の
端
緒
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
点
に
就

い
て
は
右
の
論
考
で
は
一
応
の
推
測
は
述
べ
つ
つ
も
、
「
そ
の
変
更
の
由
来
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
」
と
記
し
て
い
た
。

本
稿
は
、
行
政
官
庁
法
及
び
国
家
行
政
組
織
法
の
制
定
過
程
の
内
特
に
か
か
る
事
務
配
分
の
名
宛
の
変
更
に
係
る
点
に
焦
点
を
当
て
、

当
時
の
史
料
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
努
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
迄
行
政
法
学
は
国
家
行
政
組
織
法

の
制
定
に
よ
り
新
た
な
行
政
機
関
概
念
が
採
用
さ
れ
た
と
説
き
つ
つ
も
、
同
法
の
制
定
過
程
を
踏
ま
え
て
こ
の
点
を
論
じ
た
も
の
と
し
て

は
佐
藤
功
『
行
政
組
織
法
」
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
他
方
で
行
政
学
の
領
域
で
は
同
法
の
制
定
過
程
に
つ
き
当
事
者
の
動
向
を
解
明
す
る

論
考
が
幾
つ
か
存
在
す
る
が
、
そ
の
射
程
は
新
た
な
行
政
機
関
概
念
の
採
用
に
至
る
法
学
的
論
点
に
必
ず
し
も
及
ん
で
い
る
訳
で
は
な
い
。

本
稿
は
こ
う
し
た
他
領
域
で
の
先
行
業
績
を
踏
ま
え
た
上
で
も
の
さ
れ
る
と
共
に
、
前
稿
の
続
編
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
も
有
す
る
も
の

で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
点
に
就
い
て
は
森
田
寛
二
r
行
政
機
関
と
内
閣
府
L
 
r
行
政
改
革
の
違
憲
性
」
　
の
該
当
箇
所
を
参
照
。

二
　
行
政
官
庁
法
・
国
家
行
政
組
織
法
の
制
定
過
程
に
於
け
る
事
務
配
分
規
定
形
式
変
更
の
経
緯

一
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
四
七
年
に
行
政
官
庁
法
が
施
行
さ
れ
る
迄
各
省
の
組
織
編
成
に
関
す
る
一
般
的
原
則
を
定
め
て

い
た
各
省
官
制
通
則
（
明
治
二
六
年
勅
令
一
二
二
号
）
　
で
は
各
省
大
臣
を
行
政
事
務
の
配
分
先
と
す
る
と
共
に
、
各
省
設
置
法
が
施
行
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（
主
に
一
九
四
九
年
）
　
さ
れ
る
前
に
各
省
の
組
織
の
あ
り
方
を
規
律
し
て
い
た
各
省
官
制
で
は
、
夫
々
そ
の
一
条
で
各
省
大
臣
が
「
管
理
」

す
る
事
務
を
列
挙
し
、
ま
た
別
条
で
各
省
の
内
部
部
局
た
る
局
で
「
掌
ル
」
事
務
を
列
挙
し
て
い
た
。
前
稿
で
も
紹
介
し
た
商
工
省
官
制

（
昭
和
二
〇
年
勅
令
四
八
六
号
）
　
の
該
当
条
項
を
例
に
と
る
と
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
条
　
商
工
大
臣
ハ
商
、
工
、
鉱
山
、
電
気
及
発
電
水
力
、
度
量
衡
及
計
量
拉
こ
ア
ル
コ
ー
ル
及
石
油
ノ
専
売
二
関
ス
ル
事
務
ヲ
管
理
ス

第
二
条
　
商
工
省
二
左
ノ
七
局
ヲ
置
ク

総
務
局

商
務
局
〔
以
下
、
本
条
省
略
〕

第
三
条
　
総
務
局
こ
於
テ
ハ
所
管
行
政
ノ
企
画
一
般
及
綜
合
調
整
こ
関
ス
ル
事
務
拉
こ
他
ノ
主
管
こ
属
セ
ザ
ル
事
務
ヲ
掌
ル

第
四
条
　
商
務
局
こ
於
テ
ハ
　
〔
以
下
、
省
略
〕

そ
し
て
各
省
官
制
通
則
の
後
を
う
け
る
も
の
と
し
て
一
九
四
六
年
一
〇
月
か
ら
法
制
局
で
立
案
が
進
め
ら
れ
た
行
政
官
庁
法
で
も
、
各

省
（
大
臣
）
．
レ
ベ
ル
に
於
け
る
事
務
配
分
を
明
定
す
る
案
に
あ
っ
て
は
、
各
省
大
臣
の
分
担
管
理
す
る
事
務
を
具
体
的
に
列
挙
す
る
形
態

を
取
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
右
に
み
た
各
省
官
制
一
条
の
内
容
を
、
各
省
大
臣
が
分
担
管
理
す
べ
き
事
務
を
列
挙
す
る
も
の
と
し
て
取
り
入

（1）

れ
た
も
の
で
あ
る
。
尤
も
最
初
に
作
成
さ
れ
た
四
六
年
一
〇
月
一
〇
日
案
－
臼
井
俊
郎
参
事
官
の
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
～
で
は
各

省
庁
が
事
務
を
掌
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
続
い
て
作
成
さ
れ
た
一
〇
月
二
〇
日
案
で
は
各
省
庁
が
「
一
般
行
政
事
務
」
を
分
担
管
理
す
る

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
か
か
る
規
定
形
式
は
両
案
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
。
更
に
四
七
年
一
月
四
日
案
（
臼
井
参
事
官
作
成
）
　
に
あ
っ

（4）

て
は
、
省
が
事
務
を
　
（
分
担
）
管
理
す
る
と
い
う
形
式
は
取
ら
な
い
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
同
法
案
は
法
制
局
で
の
立
案
過
程
で
は
、
概
ね
従
前
の
例
に
従
い
各
省
大
臣
に
そ
の
分
担
管
理
す
べ
き
事
務
を
配
分
す
る

ヘ
ト
・
、

規
定
形
式
を
踏
襲
し
て
い
た
。
同
法
案
に
つ
き
総
司
令
部
と
の
交
渉
が
始
め
ら
れ
た
の
は
四
七
年
二
月
初
め
で
あ
る
が
、
こ
の
交
渉
で
日
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本
側
の
成
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
一
月
三
一
日
案
で
も
、
各
省
大
臣
に
そ
の
分
担
管
理
す
べ
き
事
務
を
配
分
す
る
規
定

（6）

形
式
が
取
ら
れ
て
い
る
。
同
案
に
於
け
る
関
係
条
項
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

第
二
条
　
内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
外
務
大
臣
、
内
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
司
法
大
臣
、
文
部
大
臣
、
厚
生
大
臣
、
農
林
大
臣
、
商
工
大
臣
、
運
輸
大
臣
及
び
逓

信
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
。

第
四
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
皇
室
、
〔
以
下
省
略
〕
並
び
に
各
省
大
臣
の
管
理
に
属
し
な
い
事
務
を
管
理
す
る
。

第
五
条
　
外
務
大
臣
は
、
外
交
そ
の
他
渉
外
事
項
に
関
す
る
事
務
を
管
理
す
る
。

〔
以
下
一
四
条
迄
各
省
大
臣
の
夫
々
管
理
す
る
事
務
に
関
す
る
規
定
〕

第
二
十
条
　
内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
外
務
大
臣
、
内
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
司
法
大
臣
、
文
部
大
臣
、
厚
生
大
臣
、
農
林
大
臣
、
商
工
大
臣
、
運
輸
大
臣
及
び

逓
信
大
臣
の
分
担
管
理
す
る
事
務
は
、
夫
≧
総
理
庁
並
び
に
外
務
、
内
務
、
大
蔵
、
司
法
、
文
部
、
厚
生
、
農
林
、
商
工
、
運
輸
及
び
逓
信
の
各
省
に
於
て

こ
れ
を
掌
る
。

同
法
案
に
対
し
総
司
令
部
民
政
局
が
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
既
に
論
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
ま
た
本
稿
筆
者
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で

（7）

あ
る
が
、
こ
れ
迄
そ
の
理
由
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、
同
法
案
の
立
案
時
点
で
行
政
組
織
に
つ
き
詳
細
な
規
定
を
な
す
こ
と
に

対
す
る
総
司
令
部
側
の
躊
躇
等
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
は
関
係
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
同
法
案
に
対
す
る
総
司
令
部

内
部
で
の
対
応
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
本
稿
で
の
考
察
に
対
し
手
掛
か
り
と
な
る
も
の
を
得
る
こ
と
に
努
め
る
こ
と
と
す

る
。二

　
m
　
総
司
令
部
に
提
出
さ
れ
た
行
政
官
庁
法
案
に
対
し
て
は
、
内
部
で
様
々
な
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。
公
開
文
書
の
中
に
み
ら

れ
る
も
の
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
．
（
い
ず
れ
も
四
七
年
二
月
一
二
日
付
）
。

（8）

①
　
公
務
員
制
度
顧
問
団
長
フ
ー
バ
ー
に
よ
る
逐
条
コ
メ
ン
ト
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（9）

②
　
リ
ー
ド
の
見
解

（10）

③
　
グ
ラ
ジ
ダ
ン
ジ
ェ
フ
の
見
解

こ
の
内
後
二
者
は
内
務
大
臣
の
権
限
や
主
任
の
大
臣
と
都
道
府
県
知
事
と
の
関
係
等
地
方
自
治
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
テ
ー
マ
と

の
関
連
性
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
フ
ー
バ
ー
の
コ
メ
ン
ト
は
法
案
全
体
に
及
ん
で
い
る
が
、
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
各
省
大
臣
等
に
よ
る

行
政
事
務
の
分
担
管
理
を
定
め
る
二
条
に
つ
き
文
言
が
暖
味
で
あ
る
と
し
て
そ
の
修
正
を
求
め
て
い
る
も
の
の
、
各
省
大
臣
等
が
行
政
事

務
を
分
担
管
理
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に
就
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。
ま
た
内
閣
総
理
大
臣
や
内
務
、
司
法
、
文
部
、
厚
生
、

運
輸
、
逓
信
の
各
大
臣
の
夫
々
が
分
担
管
理
す
べ
き
事
務
を
列
挙
し
て
い
る
条
項
に
就
い
て
も
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
い
る
も
の
の
　
（
四
、

六
、
八
、
九
、
一
〇
、
一
三
、
一
四
条
）
、
そ
こ
で
は
事
務
の
範
囲
や
文
言
の
暖
昧
さ
に
就
い
て
は
疑
義
を
呈
す
る
も
の
の
、
各
省
大
臣

等
が
事
務
を
分
担
管
理
す
る
こ
と
自
体
に
就
い
て
は
何
ら
修
正
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
寧
ろ
修
正
案
を
提
示
す
る
際
に
一
部
で
は
、
各

、〓－

省
大
臣
等
が
事
務
を
分
担
管
理
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
事
務
の
内
容
を
示
す
と
い
う
こ
と
も
な
さ
れ
て
い
る
。

次
に
同
法
案
を
巡
る
日
本
側
と
総
司
令
部
側
と
の
交
渉
に
就
い
て
は
、
次
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。

④
　
行
政
官
庁
法
案
に
関
す
る
交
渉
の
経
緯
（
四
七
年
三
月
付
）

（12）

⑤
　
行
政
官
庁
法
を
必
要
と
す
る
所
以
（
四
七
年
二
月
九
日
付
、
井
手
）

（13）

⑥
　
ピ
ー
ク
と
の
や
り
と
り
に
関
す
る
メ
モ

こ
の
内
④
で
は
、
日
本
側
か
ら
行
政
官
庁
法
の
制
定
理
由
の
一
と
し
て
、
既
に
内
閣
法
三
条
に
よ
り
各
大
臣
の
行
政
事
務
の
分
担
が
法

律
に
よ
り
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
井
手
氏
ヨ
リ
ピ
ー
ク
へ
」
と

書
き
込
み
が
あ
り
交
渉
に
対
す
る
日
本
側
の
準
備
書
面
と
し
て
準
備
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
⑤
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
但
し
「
内
閣

法
第
二
条
の
規
定
に
よ
っ
て
」
と
さ
れ
て
い
る
）
。
し
か
し
交
渉
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
各
大
臣
と
地
方
公
共
団
体
の
長
と
の
関
係
に
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就
い
て
定
め
た
七
条
や
認
証
官
の
範
囲
を
定
め
る
一
三
条
等
に
就
い
て
で
あ
り
、
各
省
大
臣
等
が
事
務
を
分
担
管
理
す
る
と
法
案
で
規
定

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
就
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
⑥
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
行
政
官
庁
法
の
法
形
式
や
政
務
次
官
等
の
扱

い
に
関
す
る
議
論
の
み
で
あ
る
。

こ
の
会
談
の
出
席
者
は
、
総
司
令
部
側
で
は
民
政
局
の
C
・
ピ
ー
ク
で
あ
り
、
日
本
側
で
は
法
制
局
の
井
手
第
一
部
長
と
終
戦
連
絡
中

央
事
務
局
の
藤
崎
万
里
連
絡
官
で
あ
る
。
ピ
ー
ク
は
、
前
述
の
よ
う
に
各
大
臣
に
よ
る
行
政
事
務
の
分
担
管
理
を
定
め
る
内
閣
法
の
交
渉

（14）

過
程
に
於
て
、
総
司
令
部
側
の
中
心
的
人
物
と
し
て
参
画
し
た
人
物
で
あ
り
、
行
政
官
庁
法
案
が
こ
れ
を
受
け
る
規
定
を
有
し
て
い
た
こ

と
に
対
し
疑
義
を
呈
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

総
司
令
部
と
の
交
渉
後
法
制
局
は
総
司
令
部
の
意
向
を
受
け
、
従
来
案
を
大
幅
に
簡
略
化
し
た
案
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

右
に
み
た
よ
う
に
総
司
令
部
が
修
正
を
要
求
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
省
大
臣
等
が
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
と
し
た
規
定
は
、

管
理
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
な
事
務
を
各
省
大
臣
毎
に
列
挙
す
る
こ
と
を
や
め
「
従
来
の
例
に
よ
る
」
も
の
と
さ
れ
つ
つ
も
、
存
置
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
最
終
的
に
行
政
官
庁
法
の
当
該
規
定
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た
。

第
一
条
　
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各
省
大
臣
の
分
担
管
理
す
る
行
政
事
務
の
範
囲
は
、
法
律
又
は
政
令
に
別
段
の
規
定
あ
る
も
の
を
除
く
の
外
、
従
来
の
例
に
よ

る
。

第
三
条
　
各
大
臣
の
管
理
す
る
事
務
は
、
法
律
又
は
政
令
に
別
段
の
規
定
あ
る
も
の
を
除
く
の
外
、
総
理
庁
、
従
来
の
各
省
及
び
従
来
の
各
大
臣
の
管
理
す
る

外
局
で
、
こ
れ
を
掌
る
。

こ
の
内
三
条
で
は
、
各
大
臣
の
管
理
す
る
事
務
が
省
等
で
掌
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
規
定
ぶ
り
は
既
に
各
省
官
制

で
の
各
局
へ
の
事
務
配
分
規
定
で
取
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
省
等
が
事
務
を
掌
る
主
体
と
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
各

大
臣
の
管
理
す
る
事
務
が
掌
ら
れ
る
場
と
し
て
省
等
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
就
い
て
は
既
に

（15）

述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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、は、

∽
　
法
制
局
の
臼
井
参
事
官
に
よ
っ
て
も
の
さ
れ
た
行
政
官
庁
法
の
解
説
は
同
法
三
条
に
就
い
て
、
行
政
（
事
務
）
を
分
担
管
理
す
る

各
省
大
臣
等
の
補
助
機
関
と
し
て
省
等
を
位
置
づ
け
て
い
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
補
助
機
関
の
理
解
は
、
学
説
上
一
般
に
取

（17）

ら
れ
て
い
る
「
補
助
機
関
」
の
理
解
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
解
説
は
同
時
に
「
各
省
大
臣
の
補
助
機
関
は
、
原
則
と
し
て
」

従
来
の
通
り
、
本
省
の
内
局
及
び
外
局
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
お
り
〓
疋
の
混
渚
が
認
め
ら
れ
る
が
、
省
等
を
事
務
を
掌
る
主
体
と
は
せ

ず
、
事
務
を
管
理
す
る
の
は
各
省
大
臣
等
で
あ
り
省
等
は
こ
れ
を
支
え
る
も
の
と
い
う
理
解
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

三
　
m
　
以
上
の
よ
う
に
、
行
政
官
庁
法
に
於
け
る
事
務
配
分
形
式
は
各
省
官
制
の
そ
れ
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
行
政

事
務
を
管
理
す
る
各
大
臣
、
同
事
務
の
掌
ら
れ
る
場
と
し
て
の
省
（
各
省
官
制
で
は
局
）
と
い
う
構
成
が
取
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

行
政
官
庁
法
は
暫
定
法
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
恒
久
法
の
立
案
が
、
今
度
は
行
政
調
査
部
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
同
部
で
は
四
七
年
一
二
月
以
降
同
法
の
立
案
に
着
手
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
作
成
さ
れ
た
案
で
は
、
従
来
の
行
政
官
庁
法
と
同
様
、

各
省
大
臣
等
が
分
担
管
理
す
る
事
務
を
掌
る
場
と
し
て
省
等
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
規
定
ぶ
り
と
な
っ
て
い
た
。
立
案
主
体
は
法
制
局
か

ら
行
政
調
査
部
に
変
更
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
点
で
の
起
案
作
法
に
変
化
し
た
点
は
見
当
た
ら
な
い
。
総
司
令
部
交
渉
前
の
最
終
案
と
な

（18）

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
四
八
年
一
・
月
二
八
日
案
の
関
係
条
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

．
第
二
条
　
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
主
任
の
大
臣
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
外
、
法
務
総
裁
、
外
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
文
部
大
臣
、
厚
生
大
臣
、
農
林

大
臣
、
商
工
大
臣
、
運
輸
大
臣
、
逓
信
大
臣
及
び
労
働
大
臣
を
置
く
。

第
八
条
　
内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
法
務
総
裁
、
外
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
文
部
大
臣
、
厚
生
大
臣
、
農
林
大
臣
、
商
工
大
臣
、
運
輸
大
臣
、
逓
信
大
臣
及
び
労

働
大
臣
の
管
理
す
る
事
務
は
、
夫
≧
総
理
庁
並
び
に
法
務
庁
、
外
務
省
、
大
蔵
省
、
文
部
省
、
厚
生
省
、
農
林
省
、
商
工
省
、
運
輸
省
、
逓
信
省
及
び
労
働

（19）

省
で
こ
れ
を
掌
る
。

こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
八
条
の
構
造
は
総
司
令
部
に
よ
っ
て
簡
略
化
が
指
示
さ
れ
る
前
の
日
本
側
で
作
成
さ
れ
た
　
（
旧
）
　
行
政
官
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庁
法
案
（
四
七
年
一
月
三
一
日
案
）
　
二
〇
条
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

（20）

本
案
が
日
本
側
の
成
案
と
し
て
総
司
令
部
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
本
案
の
作
成
後
に
総
司
令
部
と
の
交
渉
が
始
め

（21）

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
交
渉
に
就
い
て
は
総
司
令
部
側
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
四
八
年
二
月
一
〇
日
に
行
な
わ
れ
た
会
談

で
は
、
省
等
の
列
挙
は
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
新
た
な
組
織
の
全
て
の
諸
機
能
が
詳
細
に
至
る
ま
で
特
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
新
た
な
組
織
の
主
要
な
対
象
乃
至
諸
機
能
の
全
て
は
そ
の
責
任
乃
至
権
能
の
射
程
と
共
に
法
律
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
、
組
織
の
名
称
は
統
一
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
米
国
で
は
d
e
p
a
ユ
m
e
n
t
も
g
e
n
C
y
u
▲
ヨ
c
c
等
の
中
に
b
u
r
e
a
u
V
缶
i
く
i
s
i
O
n
．
b
r
a
n
c
h
V
S
e
C
t
i
O
n

そ
し
て
u
n
i
t
と
い
っ
た
名
称
が
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
の
、
民
政
局
中
央
政
府
課
の
マ
ー
カ
ム
に
よ
る
発
言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
マ
ー
カ

ム
が
後
に
国
家
行
政
組
織
法
案
に
係
る
意
見
を
表
明
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
こ
れ
と
同
旨
の
見
解
が
既
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
日
本
側
は
、
組
織
名
称
の
相
違
は
訳
語
の
不
一
致
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
反
駁

を
行
な
う
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
総
司
令
部
側
の
記
録
で
は
、
各
省
と
い
っ
た
組
織
体
が
機
能
を
有
す
る
主
体
と
さ
れ
て
お
り
、
各
省

大
臣
等
を
事
務
を
管
理
す
る
主
体
と
す
る
日
本
側
提
出
の
案
に
対
し
て
読
み
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
会
談
の
二
日
後
に
は
、
民
政
局
裁
判
所
法
律
課
の
A
・
C
・
オ
ブ
ラ
ー
も
本
案
と
関
係
す
る
コ
メ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
。
そ

こ
で
は
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
従
来
の
官
制
に
よ
る
省
の
規
律
は
組
織
の
機
能
や
責
務
を
屡
々
非
常
に
暖
味
に
記
述
し
て
お
り
財
源
の
無

制
限
な
支
出
を
許
し
て
い
た
と
い
う
批
判
が
述
べ
ら
れ
る
と
共
に
、
裁
判
所
法
律
課
の
見
解
と
し
て
、
省
を
創
設
し
そ
の
機
能
や
責
務
を

定
め
る
全
て
の
勅
令
は
法
律
に
と
っ
て
代
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
か
か
る
法
律
は
、
省
及
び
局
の
レ
ベ
ル
に
至
る
迄
の
下
位
部
局
の
創

（22）

設
、
こ
れ
ら
の
機
能
、
責
務
及
び
責
任
の
規
定
を
含
む
も
の
と
す
る
と
い
っ
た
要
求
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
組
織

体
毎
の
機
能
等
の
明
定
は
ひ
と
り
マ
ー
カ
ム
の
要
求
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
新
行
政
官
庁
法
案
の
交
渉
過
程
に
於
て
は
、
（
旧
）
行
政
官
庁
法
案
の
そ
れ
に
対
す
る
の
と
は
異
な
る
総
司
令
部
側
の
意
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兄
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
交
渉
に
参
画
す
る
当
事
者
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

即
ち
、
新
行
政
官
庁
法
案
の
交
渉
に
は
、
H
本
側
か
ら
は
前
述
の
法
制
局
か
ら
行
政
調
査
部
へ
の
立
案
主
体
の
変
更
を
受
け
て
、
行
政
調

査
部
の
前
田
克
巳
総
務
部
長
ら
が
出
席
す
る
一
方
で
、
総
司
令
部
側
で
主
に
発
言
し
て
い
る
の
は
マ
ー
カ
ム
で
あ
り
、
（
旧
）
行
政
官
庁

法
案
で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
ピ
ー
ク
は
、
少
な
く
と
も
交
渉
記
録
の
中
に
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。

∽
　
そ
し
て
三
月
二
日
の
会
談
で
は
幾
つ
か
の
伝
達
事
項
が
総
司
令
部
民
政
局
か
ら
日
本
側
に
示
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
は
新
行
政

官
庁
法
案
に
関
す
る
意
見
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
日
本
側
提
案
の
案
を
退
け
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
迄
も
マ
ー
カ
ム
の
意
見
と
し
て

屡
々
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
即
ち
こ
の
意
見
は
、
省
等
の

政
府
官
庁
の
種
々
の
種
類
の
定
義
を
含
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
共
に
、
日
本
側
の
案
は
「
種
々
の
官
庁
の
責
任
と
権
限
の
範
囲
を
表
示

す
る
こ
と
を
意
図
し
て
は
居
ら
ず
、
単
に
種
々
の
政
府
機
関
を
識
別
し
、
政
府
官
庁
の
種
々
の
形
及
び
こ
れ
ら
官
庁
内
部
に
お
け
る
機
構

の
諸
段
階
に
対
し
て
基
準
的
名
称
を
与
え
る
こ
と
だ
け
を
意
図
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
し
て
、
政
府
機
関
の
目
的
並
び
に
政
府
機
関

の
責
任
と
権
限
の
範
囲
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
－
後
者
に
就
い
て
は
そ
の
機
関
が
遂
行
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る
作
用
を
詳
細
に

明
記
す
る
こ
と
－
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
二
日
後
に
も
意
見
の
追
加
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
内
部
部
局
の
名
称
が
逐
一
指

示
さ
れ
る
と
共
に
、
各
省
庁
の
権
限
（
s
p
c
c
i
p
∵
P
n
c
t
i
O
ロ
S
a
ロ
d
s
c
O
p
C
O
訂
u
t
h
O
r
i
マ
a
n
d
r
c
s
p
O
n
S
i
b
i
－
i
豆
　
が
「
特
別
の
法
律
に
よ
り
」
定

（23）

め
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
マ
ー
カ
ム
の
意
見
は
、
先
に
み
た
二
月
一
〇
日
の
会
談
で
も
そ
の
大
枠
が
示
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
マ
ー
カ
ム
が
こ
れ
ら
の
点
に
強
い
拘
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
の
意
見
の
後
に
日
本
側
で
作
成
さ
れ
た
法
案
と
し
て
最
初
の
も
の
は
三
月
二
五
日
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
マ
ー
カ
ム
の
意
見
を
受
け

て
．
そ
の
標
題
を
「
国
家
行
政
組
織
法
」
案
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
六
条
で
、
国
の
行
政
事
務
の
配
分
先
を
省
等
の
組
織
体
と
す
る
と

共
に
、
そ
の
七
条
で
は
、
各
省
大
臣
等
が
省
等
の
長
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
上
で
、
内
閣
法
に
い
う
主
任
の
大
臣
と
し
て
夫
々
行
政
事
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（24）

務
を
分
担
管
理
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
本
案
で
は
、
そ
れ
迄
の
新
行
政
官
庁
法
案
に
み
ら
れ
た
、
各
省
大
臣
等
が
分
担
管
理

す
る
行
政
事
務
を
掌
る
場
と
し
て
省
等
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
規
定
形
式
が
改
め
ら
れ
、
ま
た
、
各
省
官
制
以
来
続
い
て
き
た
、
各
省
大

臣
を
事
務
配
分
先
と
す
る
規
定
形
式
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
更
は
従
前
官
制
に
於
て
な
さ
れ
て
き
た
起
案
作
法
を
大
き
く
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
側
が
こ
れ
に
抵
抗
し
た
形
跡
は
公
開
文
書
中
に
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
三
月
二
五
日
案
に
至
る

迄
の
日
本
側
で
の
こ
の
点
に
関
す
る
立
案
の
検
討
も
み
ら
れ
ず
、
謂
わ
ば
マ
ー
カ
ム
の
意
見
が
丸
呑
み
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
他
方
で
国
家
行
政
組
織
法
は
マ
ー
カ
ム
の
意
見
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
国
会
審
議
の
過
程
に
於
て
、
内
部
部
局
規

（25）

定
の
法
形
式
等
少
な
か
ら
ぬ
箇
所
で
修
正
さ
れ
、
し
か
も
総
司
令
部
は
こ
の
修
正
を
認
容
し
て
い
る
。
総
司
令
部
は
法
令
に
よ
っ
て
は
英

（26）

文
で
示
さ
れ
た
条
項
の
内
容
の
修
正
す
ら
禁
じ
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
国
家
行
政
組
織
法
に
就
い
て
は
、
こ
れ
に
係
る
要
求
は
結

（

ウ

．

7

）

果
的
に
は
、
日
本
側
が
丸
呑
み
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
程
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
右
に
み
た
各
省
大
臣
等
を
省
等
の

長
と
す
る
と
い
う
点
に
就
い
て
は
、
修
正
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
三
月
二
五
日
案
で
の
行
政
事
務
を
省
等
に
配
分
す
る
と
い
う
規

定
は
そ
の
後
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
以
後
も
一
貫
し
て
法
案
で
は
省
等
の
「
行
政
機
関
」
が
所
掌
事
務
及
び
権
限
を
持
つ
も
の
と
さ

れ
て
お
り
、
省
等
の
組
織
体
を
行
政
事
務
の
配
分
先
と
す
る
点
に
変
更
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
が
四
八
年
に
国
家
行
政
組
織
法
が
制
定
さ

れ
た
と
き
の
形
態
で
あ
り
、
そ
の
後
府
省
が
行
政
事
務
を
「
つ
か
さ
ど
る
機
関
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
明
定
さ
れ
ま
た
権
限
が
削
除
さ
れ
任

務
を
持
つ
こ
と
と
さ
れ
る
と
い
っ
た
条
項
上
の
変
化
は
あ
る
も
の
の
、
今
H
迄
維
持
さ
れ
て
い
る
。

畑
　
マ
ー
カ
ム
の
意
見
を
契
機
と
し
た
事
務
配
分
先
の
変
更
は
右
の
よ
う
に
－
少
な
く
と
も
公
開
史
料
で
は
何
ら
の
検
討
を
経
る
こ
と

な
く
ー
採
用
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
従
来
の
起
案
作
法
を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
日
本
側
で
ど
の
よ
う
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
か
、
が
問
題
と
な
る
。
公
開
史
料
の
中
に
見
出
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

伺
　
第
二
国
会
で
の
国
家
行
政
組
織
法
案
審
議
の
為
に
用
意
さ
れ
た
行
政
調
査
部
「
国
家
行
政
組
織
法
想
定
問
答
」
で
は
、
次
の
よ
う
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な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

四
．
問
　
こ
の
法
律
に
云
う
行
政
機
関
と
は
従
来
の
「
行
政
官
庁
」
と
同
じ
か
。
（
同
じ
だ
と
す
れ
ば
な
ぜ
名
称
を
変
え
た
の
か
）

答
　
…
従
来
、
行
政
官
庁
と
云
う
名
称
は
、
種
々
の
観
念
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
行
政
法
等
の
学
問
の
上
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
家
意

思
を
決
定
し
、
か
つ
そ
れ
を
対
外
的
に
　
（
そ
の
他
の
機
関
及
び
国
民
に
対
し
て
）
　
発
表
す
る
と
こ
ろ
の
能
力
を
法
律
上
認
め
ら
れ
て
居
り
ま
す
国
家
行

政
機
関
を
行
政
官
庁
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
例
え
ば
、
各
省
大
臣
と
か
、
警
察
署
長
と
か
云
う
人
間
が
、
行
政
官
庁
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
各
省
等
の
い
わ
ゆ
る
役
所
は
、
こ
れ
ら
の
行
政
官
庁
が
そ
の
事
務
を
掌
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
学
問
的

な
概
念
構
成
の
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
固
よ
り
誤
り
で
あ
る
と
云
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
官
庁
と
云
う
名
称
に
就
い
て
の
、
一
般
の
常
識

・
か
ら
見
ま
す
と
、
い
さ
さ
か
不
自
然
で
あ
る
と
云
う
こ
と
は
で
き
よ
う
と
思
い
ま
す
。
即
ち
一
般
に
、
国
民
は
、
行
政
官
庁
と
は
商
工
省
と
か
農
林
省

と
か
の
所
謂
役
所
の
全
体
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
り
ま
し
て
、
商
工
大
臣
と
か
農
林
大
臣
と
か
は
、
こ
の
全
体
と
し
て
の
役
所
の
長
と
し
て
、

そ
の
役
所
に
配
分
さ
れ
て
い
る
国
の
行
政
事
務
を
統
轄
し
、
そ
れ
を
外
部
に
対
し
て
代
表
し
、
法
令
上
輿
え
ら
れ
て
い
る
権
限
を
行
う
と
こ
ろ
の
人
間

で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ら
う
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
又
、
も
し
も
こ
の
考
え
方
は
、
学
問
的
に
ど
う
し
て
も
説
明
が
つ
か
な
い
不
都
合
な
も
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
で
は
な
い
と
い
た
し
ま
す
な

ら
ば
、
従
来
の
行
政
官
庁
と
云
う
名
称
を
用
い
ず
に
、
国
民
の
常
識
に
合
す
る
よ
う
に
、
新
し
い
行
政
機
関
と
云
う
名
称
で
い
わ
ゆ
る
役
所
を
示
し
、（28）

各
省
大
臣
等
は
、
こ
の
行
政
機
関
の
内
部
に
お
け
る
長
た
る
機
関
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
と
り
ま
す
こ
と
が
、
適
当
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

〔
傍
線
原
文
〕

こ
こ
で
は
、
「
権
限
を
行
う
と
こ
ろ
の
人
間
」
を
行
政
官
庁
と
す
る
等
、
理
論
的
に
は
必
ず
し
も
精
確
で
は
な
い
箇
所
も
み
ら
れ
る
が
、

本
法
で
は
行
政
官
庁
を
主
と
す
る
従
来
の
考
を
取
ら
ず
、
省
等
の
役
所
を
主
と
し
各
省
大
臣
は
そ
の
長
と
す
る
と
い
う
構
成
を
取
る
こ
と

が
明
言
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
後
者
の
方
が
「
国
民
の
常
識
に
合
」
す
る
為
で
あ
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
述
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の
よ
う
に
日
本
側
は
マ
ー
カ
ム
の
意
見
が
あ
る
迄
は
行
政
官
庁
を
主
と
す
る
立
案
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
変
更
は
日
本
側

が
自
発
的
に
行
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
総
司
令
部
の
こ
の
点
に
関
す
る
要
求
も
か
か
る
理
由
づ
け
が
取
ら
れ
て
い
た
訳
で
は
な
い
の
で
、

右
の
想
定
問
答
中
の
説
明
が
立
案
段
階
で
の
実
際
の
理
由
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
理
論
上
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
l
、

行
政
官
庁
を
は
じ
め
と
す
る
語
学
上
の
行
政
機
関
に
係
る
右
の
評
は
、
現
在
で
も
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
右
の
想
定
問
答
は
、
行
政
官
庁
が
そ
の
事
務
を
掌
る
場
と
し
て
省
等
を
捉
え
る
と
い
う
考
が
立
案
関
係
者
に
よ
っ
て
も
取
ら
れ
て

（29）

い
た
こ
と
が
明
示
的
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

㈲
　
前
述
の
よ
う
に
、
行
政
調
査
部
に
よ
る
国
家
行
政
組
織
法
の
制
定
過
程
に
於
て
は
、
マ
ー
カ
ム
の
意
見
に
よ
り
省
等
の
組
織
体
が

事
務
配
分
先
と
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
日
本
側
が
従
前
の
規
定
形
式
を
固
守
し
よ
う
と
し
た
形
跡
は
ー
少
な
く
と
も
公
開
文
書
中
に
は
－
み

ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
各
省
官
制
で
の
規
定
形
式
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
反
応
は
当
然
あ
り
う
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
行
政
調
査
部
以
外
の
と
こ
ろ
に
み
ら
れ
た
。

同
　
国
家
行
政
組
織
法
案
の
立
案
に
あ
た
り
、
行
政
調
査
部
は
各
省
に
意
見
を
求
め
て
い
る
。
そ
こ
で
集
め
ら
れ
た
各
省
の
意
見
の
内
、

商
工
省
の
意
見
（
四
八
年
四
月
〓
一
日
付
）
　
に
は
、
次
の
指
摘
が
あ
る
。

三
、
第
四
條
に
つ
き
、
い
わ
ゆ
る
行
政
官
庁
は
、
「
府
、
省
等
」
か
、
又
は
「
内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
総
裁
、
各
省
大
臣
等
」
か
。
第
七
条
第
一
項
に
よ
れ
ば
、

行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
行
政
官
庁
は
、
各
府
及
び
各
省
な
る
「
行
政
機
関
」
　
の
「
長
」
た
る
各
大
臣
、
法
務
総
裁
等
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
か
く
解

す
る
と
き
は
行
政
官
庁
よ
り
行
政
機
関
に
つ
い
て
ま
ず
規
定
を
す
る
こ
の
法
案
の
規
定
方
法
は
、
少
く
と
も
総
理
府
及
び
各
省
に
関
す
る
従
前
の
規
定
方
法

と
は
逆
で
あ
り
、
そ
の
結
果
「
補
助
」
部
局
の
表
現
等
は
、
ピ
ン
と
来
な
く
な
る
惧
れ
が
あ
る
。
…
以
上
の
点
に
つ
い
て
は
、
要
す
る
に
行
政
機
関
自
体
を

行
政
官
庁
と
し
、
行
政
機
関
の
長
は
、
単
に
当
該
行
政
機
関
内
の
一
職
員
た
る
に
止
ま
り
、
そ
の
職
掌
は
、
当
該
行
政
機
関
の
内
部
に
お
け
る
職
務
権
限
の

分
配
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
し
、
従
っ
て
、
対
外
的
意
思
表
示
は
、
専
ら
行
政
機
関
の
名
に
お
い
て
行
な
う
も
の
と
し
又
い
わ
ゆ
る
補
助
部
局
は
、
当
該
行
政
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（30）

機
関
の
内
部
粗
放
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
よ
う
に
仕
組
ん
だ
方
が
一
層
直
裁
簡
明
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
国
家
行
政
組
織
法
案
四
条
及
び
七
条
一
項
は
四
月
九
日
案
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

第
四
条
　
左
に
掲
げ
る
種
類
の
行
政
機
関
の
設
置
及
び
廃
止
は
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

府省
〔
以
下
本
条
省
略
〕

第
七
条
　
総
理
府
、
法
務
府
及
び
各
省
の
長
は
、
夫
≧
内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
総
裁
及
び
各
省
大
臣
と
し
、
内
閣
法
に
い
う
主
任
の
大
臣
と
し
て
夫
≧
行
政
事

（31）

務
を
分
担
管
理
す
る
。

右
の
意
見
に
は
、
従
前
の
事
務
配
分
規
定
立
案
方
法
を
と
る
立
場
か
ら
の
、
本
法
案
で
新
た
に
と
ら
れ
た
各
省
大
臣
等
と
省
等
と
の
関

係
に
対
す
る
違
和
感
が
率
直
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
こ
こ
で
は
省
等
の
「
行
政
機
関
」
と
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
各
省
大
臣
等
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
本
法
案
で
は
従
来
の
各
省
官
制
に
於
け
る
と
異
な
り
、
省
等
の
「
行
政
機
関
」

に
関
す
る
規
律
が
第
一
に
あ
り
行
政
事
務
の
配
分
は
「
行
政
機
関
」
に
対
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
各
省
大
臣
等
が
行
政
事
務
を
分
担
管
理

す
る
こ
と
は
後
述
す
る
よ
う
に
内
閣
法
三
条
と
の
関
係
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
右
の
意
見
で
は
こ
れ
と
従
前

の
「
行
政
官
庁
」
と
の
対
応
関
係
が
問
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
「
『
補
助
』
部
局
の
表
現
」
は
、
四
月
九
日

案
で
は
局
課
等
が
「
行
政
機
関
」
の
所
掌
事
務
の
遂
行
の
為
に
「
行
政
機
関
」
に
「
補
助
部
局
」
と
し
て
置
か
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

（
九
条
）
　
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
伝
統
的
行
政
官
庁
理
論
に
よ
れ
ば
、
補
助
機
関
は
行
政
官
庁
を
補
助
す
る
も
の
と
さ
れ

つ
つ
こ
れ
と
は
別
個
の
行
政
機
関
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
案
で
は
、
本
来
省
等
の
「
行
政
機
関
」
　
の
構
成
要
素
で
あ
る
筈
の
局
課
等
が
省

等
の
「
行
政
機
関
」
の
所
掌
事
務
の
遂
行
を
補
助
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
右
意
見
の
疑
問
は
、
伝
統
的
行
政
官
庁
理
論
に
於
け
る
補
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助
の
あ
り
方
が
同
案
で
は
妥
当
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
　
「
F
補
助
』
部
局
の
表
現
」
は
そ
の
後
の
案
で

は
削
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
右
意
見
は
「
行
政
機
関
」
を
行
政
官
庁
と
し
対
外
的
意
思
表
示
は
「
行
政
機
関
」
　
の
名
で
行
な
う
べ
き
と
述
べ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
国
家
行
政
組
織
法
で
新
た
に
生
じ
た
「
行
政
機
関
」
が
、
作
用
法
上
の
対
外
的
意
思
表
示
を
行
な
う
主
体
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
従
前
の
各
省
官
制
で
の
各
省
大
臣
が
対
外
的
意
思
表
示
の
主
辞
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す

る
も
の
と
い
え
る
が
、
国
家
行
政
組
織
法
案
は
作
用
法
上
の
主
辞
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
と
は
切
り
離
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
も

い
え
る
も
の
で
あ
る
。

同
　
こ
の
間
題
と
関
係
し
て
い
る
も
の
が
、
大
蔵
省
の
意
見
（
四
八
年
四
月
一
三
日
付
）
　
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。二

、
第
五
條

1
　
「
そ
の
所
掌
事
務
の
範
囲
及
び
権
限
」
と
あ
る
が
、
権
限
規
定
は
、
他
の
法
律
で
規
定
し
て
い
る
も
の
を
一
々
列
挙
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ

（32）

る
か
ら
、
こ
れ
を
削
除
す
る
が
、
他
の
法
律
で
規
定
し
て
い
る
限
り
官
制
法
に
規
定
す
る
こ
と
骨
不
必
要
で
あ
る
と
諒
解
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

四
月
九
日
案
五
条
は
、
府
省
等
の
所
掌
事
務
の
範
囲
及
び
権
限
が
法
律
で
定
め
ら
れ
る
べ
き
旨
を
定
め
る
規
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
権

限
規
定
が
作
用
法
上
の
権
限
を
定
め
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
は
府
省
等
が
作
用
法
上
の
活
動
の
主
辞
と
し
て
み

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
従
前
の
各
省
官
制
で
は
作
用
法
上
の
活
動
の
主
辞
で
も
あ
る
行
政
官
庁
が
事
務
配
分
先
と

（33）

も
さ
れ
て
お
り
、
本
意
見
の
理
解
は
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
も
の
と
い
え
る
。

四
　
行
政
官
庁
法
か
ら
国
家
行
政
組
織
法
に
至
る
迄
の
事
務
配
分
先
の
変
更
の
経
緯
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
．
こ
れ
を
受
け

て
各
省
設
置
法
で
も
、
国
家
行
政
組
織
法
案
の
立
案
以
後
に
立
案
が
始
め
ら
れ
た
も
の
に
就
い
て
は
、
各
省
官
制
と
異
な
り
省
に
事
務
が
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（34）

配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

国
家
行
政
組
織
法
で
府
省
等
を
単
位
と
す
る
「
行
政
機
関
」
概
念
が
採
用
さ
れ
こ
れ
に
事
務
配
分
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
契
機
は
、

個
々
の
政
府
機
関
の
「
責
任
と
権
限
の
範
囲
」
が
明
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
す
る
「
マ
ー
カ
ム
の
意
見
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
日
本
側

が
丸
呑
み
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
行
政
組
織
法
の
制
定
過
程
に
於
て
同
意
見
が
重
要
な
転
換
点
と
な
っ
た
こ
と
自
体
は
、

既
に
佐
藤
功
博
士
等
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
法
上
の
「
行
政
機
関
」
概
念
が
米
法
乃
至
米
行
政
管
理
論
の
影
響
を
受
け
た

も
の
と
い
う
指
摘
も
こ
れ
迄
屡
々
な
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
確
か
に
以
上
で
み
た
よ
う
に
、
省
等
の
機
能
乃
至
責
任
が
明
定
さ

れ
る
べ
き
と
い
う
要
求
は
ひ
と
り
マ
ー
カ
ム
の
み
が
強
く
主
張
し
た
の
で
は
な
く
、
裁
判
所
法
律
課
の
オ
ブ
ラ
ー
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
て

お
り
、
総
司
令
部
で
〓
疋
程
度
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
各
省
大
臣
等
を
事
務
配
分
先
と
す
る
従
前
通
り
の
立

案
が
な
さ
れ
た
行
政
官
庁
法
案
の
交
渉
過
程
に
於
て
は
、
こ
れ
に
対
す
る
異
議
は
総
司
令
部
側
か
ら
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
側
と
し

て
は
、
行
政
官
庁
法
案
の
際
に
は
何
ら
問
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
作
法
で
立
案
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
か
か
る
総
司
令
部
の
姿

勢
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
担
当
者
の
変
更
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
行
政
官
庁
法
案
の
際
に
総
司
令
部
側
の
交
渉
担
当

で
あ
っ
た
の
は
、
内
閣
法
案
以
来
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
彼
は
内
閣
法
案
に
於
け
る
分
担
管
理
原
則
の
採
用
に
つ
き
異
議
を
唱
え
ず
、
ま

た
行
政
官
庁
法
案
が
同
原
則
を
踏
ま
え
て
立
案
さ
れ
各
省
大
臣
に
事
務
を
配
分
す
る
構
成
を
と
っ
て
い
た
こ
と
に
就
い
て
も
同
様
で
あ
っ

た
。
更
に
、
行
政
官
庁
法
案
の
内
容
に
強
い
影
響
を
与
え
た
の
は
ピ
ー
ク
よ
り
も
寧
ろ
フ
ー
バ
ー
で
あ
っ
た
が
、
彼
も
同
法
案
に
於
け
る

事
務
配
分
形
式
に
就
い
て
は
異
議
を
唱
え
ず
、
寧
ろ
各
省
大
臣
に
事
務
を
配
分
す
る
形
式
で
の
代
案
を
も
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

迄
内
閣
法
が
伝
統
的
行
政
官
庁
理
論
を
前
提
と
す
る
の
に
対
し
、
国
家
行
政
組
織
法
で
は
省
等
の
組
織
体
に
事
務
を
配
分
す
る
と
い
う
相

（35）

違
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
か
か
る
相
違
が
生
じ
た
の
は
以
上
の
経
緯
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
国
家
行
政
組
織
法
上

の
「
行
政
機
関
」
概
念
は
米
法
乃
至
米
行
政
管
理
論
に
由
来
す
る
も
の
と
屡
々
語
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
担
当
者
如
何
に
よ
っ
て
は
同
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概
念
が
採
用
さ
れ
な
い
可
能
性
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
で
日
本
側
は
マ
ー
カ
ム
の
意
見
後
の
国
家
行
政
組
織
法
案
の
立
案
に
当
た
り
、
必
ず
し
も
伝
統
的
行
政
官
庁
理
論
に
固
執
し
て
い

た
訳
で
は
な
い
。
こ
の
点
、
同
法
案
の
立
案
に
際
し
て
、
既
に
内
閣
法
で
規
定
さ
れ
て
い
た
分
担
管
理
原
則
に
就
い
て
そ
の
維
持
に
腐
心

し
て
い
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
伝
統
的
行
政
官
庁
理
論
へ
の
拘
わ
り
は
、
同
法
案
を
立
案
し
て
い
た
行
政
管
理
部
に
で
は
な
く
、
各

省
に
於
て
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
以
上
の
制
定
経
過
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
家
行
政
組
織
法
に
於
け
る
新
た
な
「
行
政
機
関
」
概

念
の
採
用
と
①
分
担
管
理
原
則
と
の
関
係
、
②
各
省
意
見
に
み
ら
れ
た
伝
統
的
行
政
官
庁
理
論
へ
の
拘
わ
り
と
の
関
係
、
の
二
点
に
就
い

て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
）
　
尤
も
そ
こ
で
列
挙
さ
れ
る
事
務
に
就
い
て
は
、
各
省
官
制
一
条
と
同
様
の
も
の
と
す
る
案
や
こ
れ
を
筒
略
化
し
た
案
等
が
あ
り
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

ヽ

4

　

0

－
V

（
2
）
　
一
〇
月
一
〇
日
案
中
の
関
係
条
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
　
（
国
立
公
文
書
館
蔵
・
井
手
成
三
文
書
〔
一
四
四
三
〕
）
。

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
総
務
院
及
び
物
価
院
の
各
院
並
び
に
外
務
省
、
内
務
省
、
…
の
各
省
に
、
こ
れ
を
通
用
す
る
。

第
二
条
　
総
務
庁
（
マ
マ
）
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定
す
る
国
務
大
臣
の
管
理
に
属
し
、
左
の
事
務
を
掌
る
。

一
　
内
閣
官
房
所
管
事
務
（
マ
マ
）

二
　
賞
勲
局
所
管
事
項

三
　
恩
給
局
、
統
計
局
（
印
刷
局
）
、
所
管
事
項

四
　
宮
内
省
所
管
事
項

第
三
条
　
外
務
省
は
、
左
の
事
務
を
掌
る
。

一
外
国
に
関
す
る
政
務
の
施
行

一
〇
月
二
〇
日
案
中
の
関
係
条
項
は
、
次
款
一
（
1
）
　
の
②
を
参
照
。

（
3
）
　
な
お
法
制
局
、
賞
勲
局
等
従
前
の
官
制
の
下
で
も
組
紙
体
を
単
位
と
し
て
事
務
が
配
分
さ
れ
て
い
た
も
の
に
就
い
て
は
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
案
が
作
成
さ
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れ
て
い
る
。
参
照
、
松
戸
・
前
掲
（
1
）
愛
大
法
経
論
集
一
六
〇
号
五
一
頁
註
三
三
。

（
4
）
　
井
手
文
書
二
二
四
四
三
〕
。

（
5
「
参
照
、
「
行
政
官
庁
法
案
に
関
す
る
交
渉
の
経
緯
」
外
務
省
公
開
文
書
〔
〃
－
〇
〇
五
四
〕
。

な
お
、
法
制
局
で
の
立
案
作
業
に
先
行
し
て
臨
時
法
制
調
査
会
で
　
（
中
央
）
行
政
官
庁
法
案
の
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
　
（
そ
の
経
緯
に
就
い
て
は
松

戸
・
前
掲
一
九
頁
以
下
）
、
そ
の
結
論
た
る
行
政
官
庁
法
案
要
綱
の
英
訳
が
総
司
令
部
側
に
は
存
在
し
て
お
り
（
。
u
t
－
i
n
e
O
r
t
h
c
A
d
m
i
n
i
等
a
t
i
く
e
O
宗
c
c
s

L
a
w
．
六
四
六
年
一
〇
月
二
二
日
付
〕
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
宝
蔵
・
ハ
ッ
シ
ー
文
書
〔
六
三
－
B
－
八
）
、
総
司
令
部
に
は
早
い
段
階
で
法
案
の
検
討

作
業
が
知
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
6
）
　
総
司
令
部
に
は
、
一
月
三
一
日
案
を
英
訳
し
た
も
の
　
（
二
月
四
日
付
）
　
が
送
付
さ
れ
て
い
る
　
（
j
H
田
A
D
M
l
≡
S
T
声
A
T
－
く
E
S
O
F
コ
C
E
S
L
A
W

（
ロ
琶
T
）
．
六
ッ
シ
ー
文
書
〔
六
三
－
B
－
三
〕
）
。
こ
こ
で
は
表
e
P
ユ
m
c
M
i
n
i
s
t
e
r
註
巴
H
h
a
v
c
c
h
日
g
e
。
r
．
2
t
t
C
r
S
p
e
ユ
む
i
n
富
t
。
F
c
l
m
p
e
計
－
巳
O
u
S
e
h
O
H
d
”

〔
四
条
∴
以
下
省
略
〕
な
ど
と
、
い
ず
れ
の
規
定
も
内
閣
総
理
大
臣
乃
至
各
省
大
臣
を
主
辞
と
す
る
規
定
ぶ
り
が
取
ら
れ
、
H
本
文
が
忠
実
に
ー
省
を
主
辞

と
す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
ず
に
－
総
司
令
部
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
同
案
の
日
本
文
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
宝
蔵
・
佐
藤
達
夫
文
書
〔
一
七
三
〇
〕
等
に
あ
る
。

（
7
）
　
参
照
、
松
戸
・
前
掲
四
〇
頁
及
び
註
四
五
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
文
献
。

（
8
）
　
ハ
ッ
シ
ー
文
書
〔
六
三
－
B
－
一
、
二
〕
。

（
9
）
　
ハ
ッ
シ
ー
文
書
〔
六
三
－
B
－
五
〕
。

（
1
0
）
　
ハ
ッ
シ
ー
文
書
〔
六
三
－
B
－
六
〕
。

（
1
1
）
　
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
は
一
〇
条
に
就
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

と
t
i
c
訂
芦
T
h
O
S
畳
邑
〇
〇
p
許
可
S
h
O
u
－
d
b
e
i
n
c
F
d
a
i
n
臣
の
旨
t
i
e
の
（
コ
訂
M
i
n
i
s
t
O
r
O
f
W
e
l
詳
e
．
T
h
3
好
O
u
2
g
笥
賢
哲
琵
l
O
W
i
n
g
註
d
i
告
n
㍉
‥
t
O
t
h
e
罵
O
P
訂
．
s
h
e
賢
h
－

㌔a訂留．andsOCia－wc】どC＼‥㍉．（WOrdbeぎcenasterisksuggestedadditiOP）

尤
も
、
省
が
事
務
を
掌
る
も
の
と
し
て
そ
の
範
囲
の
修
正
を
論
じ
る
箇
所
も
あ
り
（
一
三
条
）
、
こ
の
点
に
就
い
て
は
コ
メ
ン
ト
内
で
も
一
致
し
た
も
の
で
は

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
日
本
側
の
提
出
案
が
各
省
大
臣
等
が
事
務
を
分
担
管
理
す
る
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
対
す
る
批
判
は
本
コ
メ
ン
ト
に
は
み
ら

れ
な
い
。

（
堂
　
佐
藤
文
番
〔
一
七
三
〇
〕
。
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同
右
。
な
お
全
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

粗
放
法
　
マ
ー
カ
ム

ピ
ー
ク
、
各
省
の
権
限
、
事
ム
官
一
級
二
級

2
－
2
1
　
行
政
官
庁
法
、
法
律
ノ
要
ナ
キ
ニ
非
ズ
ヤ

セ
メ
テ
簡
単
こ
シ
テ
ハ
ド
ゥ
カ

2
－
9
　
井
手
ヨ
リ
ピ
ー
ク
へ

法
律
を
要
す
る
理
由

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

ピ
ー
ク
よ
り
参
与
官
ヲ
ヤ
メ
ル
、
政
ム
官
は

国
会
で
任
命
し
て
は
ど
う
か
－
従
前
の
例
と
し
た

取
〔
扱
い
？
〕
、
機
関
委
任
の

こ
の
メ
モ
で
は
冒
頭
で
「
組
織
法
　
マ
ー
カ
ム
」
と
の
書
込
が
み
ら
れ
る
が
、
日
付
及
び
内
容
か
ら
、
四
七
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
行
政
官
庁
法
を

巡
る
交
渉
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
1
4
）
　
内
閣
法
の
制
定
過
程
に
就
い
て
は
多
く
の
論
稿
が
も
の
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
内
閣
法
案
の
起
草
過
程
に
対
す
る
ピ
ー
ク
の
関
与
を
詳
細
に
示
し
た
も
の

と
し
て
、
大
石
眞
「
内
閣
法
立
案
過
程
の
再
検
討
」
法
学
論
叢
一
四
八
巻
五
・
六
号
一
七
二
頁
以
下
が
あ
る
。

（
1
5
）
　
参
照
、
松
戸
・
前
掲
九
頁
以
下
、
四
三
頁
。

（
1
6
）
　
臼
井
俊
郎
「
行
政
官
庁
法
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
一
九
巻
五
号
四
九
頁
以
下
。

（
1
7
）
　
参
照
、
美
濃
部
迂
書
r
日
本
行
政
法
上
巻
L
三
七
九
頁
以
下
。
ま
た
、
柳
瀬
良
幹
「
行
政
機
関
・
行
政
官
庁
」
　
（
田
中
二
郎
・
原
龍
之
助
・
柳
瀬
編
r
行

政
法
講
座
四
巻
」
所
収
）
六
頁
以
下
。

（
1
8
）
　
こ
の
限
り
で
、
四
八
年
一
月
一
四
日
案
を
新
行
政
官
庁
法
案
の
最
終
案
と
し
た
松
戸
・
前
掲
（
二
）
愛
大
法
経
論
集
一
六
二
号
四
四
頁
を
改
め
る
。

（
1
9
）
　
行
政
管
理
庁
管
理
部
「
行
政
官
庁
法
か
ら
国
家
行
政
組
紙
法
へ
」
所
収
、
東
京
大
学
法
学
部
図
書
宝
蔵
・
東
京
大
学
占
領
体
制
研
究
会
資
料
。

（
型
　
総
司
令
都
側
で
は
、
本
案
を
英
訳
し
た
も
の
が
回
覧
さ
れ
て
い
る
（
講
話
n
玖
b
n
O
f
A
E
2
．
n
i
s
t
r
a
t
i
く
C
O
B
c
e
s
L
a
w
3
〔
四
八
年
三
月
三
日
付
〕
、
国
立
国
会

図
番
館
憲
政
資
料
宝
蔵
・
G
巳
Q
＼
S
C
＞
P
文
書
〔
G
S
（
A
）
〇
〇
五
七
こ
）
。

（
2
1
）
　
．
ま
e
e
t
i
n
g
w
i
t
h
M
c
s
s
r
s
．
M
A
M
D
A
a
n
d
R
A
N
＞
Z
A
S
H
l
O
r
t
h
e
A
P
ヨ
i
n
i
s
g
t
i
く
e
R
e
s
e
a
r
c
h
B
∈
C
a
u
a
t
A
p
．
m
J
O
F
e
b
2
a
q
－
澄
㌻
（
四
八
年
二
月
二
日
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付
）
、
G
H
d
＼
S
C
＞
勺
文
書
〔
G
S
（
A
）
〇
〇
五
八
二
。

（
鬱
．
．
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
く
e
O
宗
c
e
s
．
表
e
i
r
C
r
e
a
t
i
O
n
一
P
c
r
s
O
ヨ
C
】
a
n
d
M
x
p
e
n
d
i
F
e
s
．
二
四
八
年
二
月
一
三
日
付
）
、
G
H
空
S
C
A
P
文
書
〔
L
S
二
六
三
〇
〇
〕
。

（
鬱
　
佐
藤
文
書
〔
一
七
三
四
〕
。

（
2
4
）
　
同
右
。
具
体
的
に
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
六
条
　
国
の
行
政
事
務
は
、
別
に
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
の
最
高
行
政
官
庁
た
る
総
理
庁
並
び
に
法
務
庁
、
外
務
省
、
大
蔵
省
、
文
部
省
、
厚
生
省
、
農
林
省
、

商
工
省
、
運
輸
省
、
逓
信
省
及
び
労
働
省
に
配
分
せ
ら
れ
る
。

第
七
条
　
総
理
庁
、
法
務
庁
及
び
各
省
の
長
は
、
夫
々
、
総
理
庁
総
裁
、
法
務
総
裁
及
び
各
省
大
臣
と
し
内
閣
法
に
い
う
主
任
の
大
臣
と
し
て
夫
々
行
政
事
務
を
分
担
管
理
し
、

内
閣
に
対
し
そ
の
安
任
を
負
う
。

（
空
　
国
家
行
政
組
織
法
案
の
（
第
二
）
国
会
に
於
け
る
審
議
過
程
に
就
い
て
は
、
松
戸
・
前
掲
八
二
頁
註
三
六
に
挙
げ
ら
れ
た
諸
文
献
を
参
照
。

（
墾
　
参
照
、
内
閣
法
制
局
百
年
史
編
集
委
員
会
編
r
内
閣
法
制
局
百
年
史
」
一
〇
七
頁
及
び
同
頁
註
一
に
挙
げ
ら
れ
た
曽
国
一
郎
氏
の
論
稿
。

（
2
7
）
　
参
照
、
佐
藤
功
「
国
家
行
政
組
紙
法
の
制
定
」
行
政
管
理
庁
史
編
集
委
月
全
編
「
行
政
管
理
庁
史
」
一
六
頁
以
下
。

（
墾
　
佐
藤
文
書
〔
一
七
三
五
〕
。

（
型
　
な
お
当
時
行
政
調
査
部
貝
で
あ
っ
た
佐
藤
功
博
士
も
、
伝
統
的
行
政
官
庁
理
論
で
は
「
行
政
事
務
を
管
理
す
る
主
体
は
各
大
臣
で
あ
っ
て
、
総
理
庁
や
各

省
・
外
局
は
各
大
臣
の
管
理
す
る
行
政
事
務
を
掌
る
と
こ
ろ
で
あ
…
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
r
行
政
組
織
法
」
〔
新
版
増
補
〕
九
六

頁
註
こ
。

（
3
0
）
　
商
工
次
官
発
行
政
調
査
部
総
務
部
長
宛
「
行
政
調
査
部
作
成
r
国
家
行
政
組
織
法
案
」
（
二
三
、
四
、
九
）
に
関
す
る
意
見
」
占
領
体
制
研
究
会
資
料
。
・

（
3
1
）
　
佐
藤
文
書
〔
一
七
三
四
〕
。

（
3
2
）
　
大
蔵
大
臣
官
房
長
発
行
政
調
査
部
総
務
部
長
宛
「
国
家
行
政
組
綴
法
案
に
対
す
る
意
見
」
占
領
体
制
研
究
会
資
料
。

（
鬱
　
な
お
公
開
文
書
中
に
は
、
従
来
講
学
上
の
行
政
機
関
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
「
行
政
機
関
」
が
国
家
行
政
組
紙
法
で
は
「
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の

集
合
体
」
を
指
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
本
法
で
こ
の
語
を
用
い
る
こ
と
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
行
政
調
査
部
月
に
よ
る
論
稿
が
存
在

す
る
（
行
政
管
理
庁
「
国
家
行
政
組
織
法
覚
書
（
そ
の
一
）
」
（
四
九
年
一
〇
月
七
日
付
）
佐
藤
文
書
〔
一
七
四
二
〕
。
「
大
崎
」
と
の
署
名
が
あ
る
）
。
し
か

し
同
稿
は
「
行
政
機
関
」
の
用
語
法
を
問
題
に
す
る
に
留
ま
り
、
本
法
が
「
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
集
合
体
」
を
規
律
単
位
と
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
対
し
て
は
何

ら
否
定
的
に
は
評
価
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
．
本
文
に
挙
げ
た
史
料
と
異
な
り
従
来
の
官
制
上
の
行
政
官
庁
の
取
扱
を
承
け
た
立
場
に
立
っ
て
い
る
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訳
で
は
な
い
　
（
こ
の
点
で
、
本
覚
書
が
国
家
行
政
粗
放
法
に
い
う
「
行
政
機
関
」
の
語
に
盛
ら
れ
た
内
容
に
否
定
的
で
あ
る
と
み
る
赤
木
須
留
喜
r
（
官
制
〉

の
形
成
し
　
四
五
一
貫
以
下
は
疑
問
で
あ
る
）
。

（
3
4
）
　
そ
の
詳
細
に
就
い
て
は
松
戸
こ
別
掲
（
三
）
愛
大
法
経
論
集
〓
ハ
四
号
三
三
頁
以
下
。
最
初
の
例
と
な
っ
た
も
の
は
行
政
管
理
庁
・
水
産
庁
の
両
設
置
法

で
あ
り
（
一
九
四
八
年
七
月
一
日
公
布
）
、
建
設
省
設
置
法
（
七
月
八
日
公
布
）
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
尤
も
こ
れ
ら
三
法
の
前
の
設
置
法
と
な
っ
た
石

炭
庁
設
置
法
（
同
年
五
月
一
〇
日
公
布
）
も
同
庁
を
事
務
の
所
掌
主
体
と
し
て
い
る
が
、
同
庁
は
商
工
省
の
外
局
で
あ
り
、
外
局
に
就
い
て
は
戦
前
か
ら
粗

放
体
に
事
務
配
分
を
行
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
（
こ
の
点
に
就
い
て
は
松
戸
・
前
掲
（
二
一
七
頁
註
二
七
を
参
照
）
、
同
法
の
事
務
配
分
規
定
も
戦
前

の
外
局
官
制
と
同
様
の
規
定
ぶ
り
と
な
っ
て
い
る
。
省
レ
ベ
ル
で
は
、
労
働
省
設
置
法
（
一
九
四
七
年
八
月
三
一
日
公
布
）
が
各
省
官
制
と
同
様
の
事
務
配

分
規
定
を
持
っ
て
い
る
。

（
邪
）
＋
藤
田
百
靖
r
行
政
組
織
法
」
（
有
斐
閣
版
）
四
〇
頁
以
下
。
ま
た
内
閣
法
と
国
家
行
政
組
織
法
の
相
互
間
の
み
な
ら
ず
、
分
担
管
理
原
則
を
定
め
る
国
家

行
政
組
織
法
五
条
も
行
政
官
庁
理
論
に
立
つ
も
の
で
あ
る
の
で
同
法
中
に
も
行
政
官
庁
理
論
と
　
（
粗
放
体
を
機
軸
と
す
る
）
「
機
能
的
行
政
粗
放
法
論
」
と

の
対
置
が
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
長
富
祐
一
郎
「
行
政
機
関
概
念
の
採
用
（
二
）
」
自
治
研
究
三
九
巻
四
号
九
九
頁
以
下
、
一
二
二
頁
以
下
。

三
　
分
担
管
理
原
則
と
の
関
係

（1）

一
分
担
管
理
原
則
を
定
め
た
も
の
と
さ
れ
る
規
定
と
し
て
は
、
議
論
の
あ
る
憲
法
七
四
条
を
除
く
と
、
内
閣
法
三
条
と
こ
れ
を
受
け

た
も
の
と
さ
れ
る
国
家
行
政
組
織
法
五
条
一
項
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
ず
夫
々
の
制
定
過
程
に
就
い
て
み
る
と
、
内
閣
法
三
条
（
及
び
そ
の

前
身
た
る
臥
六
年
一
〇
月
二
九
日
案
迄
の
二
条
）
に
就
い
て
は
、
「
内
閣
総
理
大
臣
及
び
各
省
大
臣
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
主

任
の
大
臣
と
し
て
、
行
政
各
部
の
事
務
を
分
担
す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
　
（
四
六
年
一
〇
月
一
七
日
案
）
、
そ
の
内
「
内
閣
総
理
大

臣
及
び
各
省
大
臣
」
が
「
各
大
臣
」
に
、
「
行
政
各
部
の
事
務
を
分
担
す
る
」
が
「
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
」
に
夫
々
修
正
さ
れ
て

（2）

い
く
と
共
に
「
別
に
」
の
後
に
「
法
律
の
」
が
付
加
さ
れ
る
と
い
う
過
程
を
辿
っ
て
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
第
二
の
修
正
で
あ
る
。
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即
ち
、
当
初
案
で
は
「
事
務
」
は
「
行
政
各
部
」
　
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
各
部
の
」
が
削
除
さ
れ
る
こ
と
に

ょ
り
、
行
政
事
務
が
各
大
臣
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
　
（
な
お
、
こ
の
修
正
が
初
め
て
法

案
中
に
反
映
さ
れ
た
の
は
四
六
年
一
〇
月
二
六
日
案
で
あ
る
）
。
こ
れ
は
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
内
閣
法
案
と
並
行
し
て
立
案
が
進
め
ら

れ
た
行
政
官
庁
法
案
（
四
六
年
一
〇
月
一
〇
日
案
で
は
中
央
行
政
官
庁
法
案
）
　
に
於
け
る
関
係
条
項
の
変
遷
に
も
同
様
に
表
わ
れ
て
い

る
。①

　
第
二
条
　
総
務
庁
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定
す
る
国
務
大
臣
の
管
理
に
属
し
、
左
の
事
務
を
掌
る
。
〔
以
下
省
略
・
四
六
年
一

〇
月
一
〇
日
案
〕

②
　
第
二
条
　
内
閣
の
指
揮
監
督
（
統
轄
）
　
の
下
に
一
般
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
最
高
行
政
官
庁
と
し
て
、
内
閣
庁
遊
び
に
外
務

省
、
…
省
、
…
省
及
び
…
省
を
置
く
。
〔
四
六
年
一
〇
月
二
〇
日
案
〕

③
　
第
三
条
一
般
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
最
高
行
政
官
庁
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
内
務
大
臣
…
及
び
逓
信
大
臣
と

し
、
l
そ
の
官
署
と
し
て
左
の
上
欄
に
掲
げ
る
庁
及
び
省
を
、
そ
の
管
理
に
属
す
る
外
局
と
し
て
左
の
下
欄
に
掲
げ
る
官
署
を
置
く
。

〔
以
下
省
略
・
四
七
年
一
月
三
日
案
〕

④
　
第
二
条
　
外
務
大
臣
は
、
左
の
事
務
を
分
担
管
理
す
る
。
〔
以
下
省
略
・
四
七
年
一
月
四
日
案
、
一
月
二
一
日
案
〕

⑤
　
第
二
条
　
内
閣
総
理
大
臣
遊
び
に
外
務
大
臣
、
内
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
、
司
法
大
臣
、
文
部
大
臣
、
厚
生
大
臣
、
農
林
大
臣
、
商

工
大
臣
、
運
輸
大
臣
及
び
逓
信
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
。

「3－

第
四
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
左
の
事
務
を
分
担
管
理
す
る
。
〔
以
下
省
略
・
四
七
年
一
月
二
四
日
案
〕

以
上
の
よ
う
に
、
内
閣
法
に
於
け
る
修
正
と
時
を
合
わ
せ
て
、
②
か
ら
③
に
か
け
て
　
（
一
般
）
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
主
体
が
省

等
か
ら
各
省
大
臣
等
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
行
政
官
庁
法
案
は
総
司
令
部
の
意
向
を
受
け
大
幅
に
簡
略
化
さ
れ
様
々
な
案
が
作
成
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さ
れ
る
が
、
前
款
二
川
で
挙
げ
た
行
政
官
庁
法
一
、
三
条
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
最
後
迄
こ
の
構
成
は
変
化
し
て
い
な
い
。
ま
た
前
款
三

川
で
み
た
よ
う
に
、
「
マ
ー
カ
ム
の
意
見
」
を
受
け
大
幅
な
修
正
が
な
さ
れ
る
前
に
作
成
さ
れ
た
新
行
政
官
庁
法
案
の
最
終
案
た
る
四
八

年
一
月
二
八
日
案
に
於
て
も
同
様
に
、
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
主
体
は
各
省
大
臣
等
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
行
政
官
庁
法
や
新
行

政
官
庁
法
最
終
案
に
於
て
は
、
省
等
は
各
省
大
臣
等
が
　
（
分
担
）
管
理
す
る
事
務
を
掌
る
場
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
「
マ
ー
カ

ム
の
意
見
」
が
出
さ
れ
る
迄
の
日
本
側
で
の
新
行
政
官
庁
法
案
の
立
案
過
程
に
於
て
は
、
行
政
事
務
が
省
等
の
も
の
で
は
な
く
各
省
大
臣

等
の
も
の
と
さ
れ
る
と
共
に
、
省
等
は
そ
れ
を
掌
る
場
と
し
て
副
次
的
な
も
の
と
さ
れ
る
と
い
う
展
開
を
辿
っ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と

（
－
）

が
で
き
る
。

二
　
こ
れ
に
対
し
、
内
閣
法
三
条
の
分
担
管
理
原
則
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
国
家
行
政
組
織
法
五
条
一
項
は
、
そ
の
制
定
当
時

は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
定
は
、
そ
の
後
の
行
政
改
革
に
よ
り
総
理
府
・
法
務
府
に
係
る
箇
所
が
除
か
れ
た
等
の
変
化
を

除
け
ば
、
現
行
法
の
同
項
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。

第
五
条
　
総
理
府
、
法
務
府
及
び
各
省
の
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
総
理
大
臣
、
債
務
総
裁
及
び
各
省
大
臣
（
以
下
各
大
臣
と
総
称
す
る
。
）
と
し
、
内
閣
法
に
い

う
主
任
の
大
臣
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
。

こ
こ
で
は
各
大
臣
は
省
等
の
長
と
さ
れ
た
上
で
、
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
前
に
み
た
よ
う
に
、
国

家
行
政
組
織
法
で
は
行
政
事
務
は
省
等
の
「
行
政
機
関
」
に
よ
っ
て
掌
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
各
大
臣
は
自
己
の
も
の
で
は

な
く
省
等
の
も
の
で
あ
る
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
変
化
が
同
法
に
於
け
る
「
行
政
機
関
」

概
念
の
導
入
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
れ
は
、
分
担
管
理
原
則
に
二
様
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
即
ち
、
各
大
臣
が
自
己
の
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
も
の
と
、
各
大
臣
が
省
等
の
長
と
し
て
省
等
の
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
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る
も
の
と
の
二
つ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
従
来
分
担
管
理
原
則
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
き
た
。

（
あ
る
大
臣
が
「
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
」
と
は
、
当
該
行
政
事
務
が
〓
疋
の
組
織
を
通
じ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
当
該
組
織
に
よ
る

事
務
処
理
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
〓
疋
規
模
以
上
の
事
務
量
が
見
込
ま
れ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ

ー

、

・

－

れ
を
処
理
す
る
た
め
の
組
織
が
必
要
と
な
る
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、
当
該
事
務
処
理
に
つ
い
て
の
管
理
を
分
担
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
）

こ
こ
で
い
う
分
担
管
理
原
則
は
、
行
政
事
務
が
〓
疋
の
組
織
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
点
に
於
て
、
右
に
挙

げ
た
二
つ
の
同
原
則
に
就
い
て
の
理
解
の
内
後
者
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
、
分
担
管
理
原
則
に
就
い
て
は
次
の
よ
う
な
説
明
も
な
さ
れ
て
き
た
。

（
各
省
庁
で
は
な
く
、
「
各
大
臣
」
が
「
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
」
も
の
と
す
る
前
述
の
現
行
内
閣
法
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
法
自
体
が
以
上
見
た
よ
う

な
意
味
で
の
　
「
行
政
官
庁
概
念
」
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
同
様
の
規
定
は
、
現
行
の
国
家
行
政
組
織
法
の
前
身
で
あ
る
と
こ
ろ
の

（6）

「
行
政
官
庁
法
」
　
（
昭
和
二
二
年
に
一
年
を
限
っ
て
定
め
ら
れ
た
限
時
法
）
　
に
も
ま
た
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
）

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
内
閣
法
三
条
に
就
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
も
さ
れ
て
い
る
。

（
内
閣
法
三
条
自
体
は
、
「
内
閣
の
二
月
と
し
て
の
国
務
大
臣
」
が
　
（
内
閣
の
）
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
、
未
だ
「
各
省
」
の
存
在
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
各
省
」
を
設
置
す
る
こ
と
及
び
そ
の
省
に
国
務
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と

（7）

は
、
国
家
行
政
組
綴
法
に
お
い
て
初
め
て
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
　
（
同
法
五
条
参
照
）
　
な
の
だ
か
ら
で
あ
る
〉

前
者
で
は
分
担
管
理
原
則
が
伝
統
的
行
政
官
庁
概
念
を
前
提
と
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
所
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
内
閣
法
乃
至
行
政
官
庁
法
に
於
け
る
同
原
則
に
就
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
後
者
に
あ
る
よ
う
に
、
内
閣
法
三
条
は
組
織
体

（8）

の
存
在
を
前
提
と
し
た
分
担
管
理
原
則
を
採
る
も
の
で
は
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
伝
統
的
行
政
官
庁
理
論
は
講
学
上
の
行
政
機
関
の
集
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合
体
と
し
て
の
組
織
体
の
視
点
を
前
提
と
し
て
い
な
い
。
分
担
管
理
原
則
が
か
か
る
伝
統
的
行
政
官
庁
理
論
を
前
提
と
し
う
る
1
尤
も
こ

の
点
に
就
い
て
も
後
に
み
る
よ
う
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
－
の
は
、
各
大
臣
が
自
己
の
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
も
の
と
し
て
同
原
則

を
捉
え
る
場
合
で
あ
る
。

三
　
こ
の
よ
う
に
内
閣
法
・
行
政
官
庁
法
と
国
家
行
政
組
織
法
の
夫
々
に
於
け
る
分
担
管
理
原
則
は
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
も
の
と
い

え
る
が
、
従
来
国
家
行
政
組
織
法
五
条
は
行
政
官
庁
法
と
同
様
に
、
内
閣
法
三
条
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
就
い
て
は
こ

れ
迄
も
、
憲
法
及
び
内
閣
法
で
は
内
閣
に
帰
属
す
る
行
政
権
を
各
大
臣
が
分
担
管
理
す
る
も
の
と
し
な
が
ら
も
、
国
家
行
政
組
織
法
で
は

行
政
事
務
の
分
掌
主
体
が
同
法
に
い
う
「
行
政
機
関
」
と
な
り
そ
れ
故
主
任
の
大
臣
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
同

（9）

法
五
条
は
こ
れ
に
対
処
し
内
閣
法
と
国
家
行
政
組
織
法
と
の
結
合
を
は
か
る
為
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
。
マ
ー

カ
ム
の
意
見
を
受
け
て
、
国
家
行
政
組
織
法
案
に
於
て
省
等
を
事
務
配
分
先
と
す
る
と
同
時
に
本
条
の
前
身
が
新
た
に
法
案
に
挿
入
さ
れ

た
と
い
う
前
に
み
た
経
緯
も
、
こ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
苦
肉
の
策
で
あ
り
、
内
閣
法
三
条
の
文
言
と
は
国

家
行
政
組
織
法
五
条
は
必
ず
し
も
背
反
し
な
い
も
の
の
、
マ
ー
カ
ム
の
意
見
迄
の
新
旧
行
政
官
庁
法
案
の
立
案
過
程
で
は
、
省
等
に
事
務

を
配
分
す
る
と
い
う
選
択
肢
は
寧
ろ
排
除
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
国
家
行
政
組
織
法
は
内
閣
法
三
条
を
受
け
る
も
の
と
説

明
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
本
来
立
案
担
当
者
が
内
閣
法
三
条
を
受
け
る
も
の
と
し
て
立
案
し
た
の
は
各
省
大
臣
等
が
分
担
管
理
す
る
行

政
事
務
を
具
体
化
す
る
規
定
で
あ
っ
て
、
国
家
行
政
組
級
法
五
条
の
よ
う
に
、
省
等
に
行
政
事
務
を
配
分
し
た
上
で
各
省
大
臣
等
が
そ
の

（川）

省
等
の
長
と
し
て
省
等
の
事
務
を
分
担
管
理
す
る
と
い
う
迂
遠
の
構
成
を
採
る
も
の
で
は
な
い
．
。

か
か
る
国
家
行
政
組
織
法
に
於
け
る
分
担
管
理
主
体
と
事
務
配
分
先
と
の
分
離
を
意
識
し
た
説
明
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ

る
。（

内
閣
法
は
、
三
条
で
、
〔
省
略
〕
と
定
め
て
お
り
、
右
の
内
閣
法
三
条
一
項
の
い
う
「
別
の
法
律
」
と
し
て
、
国
家
行
政
組
織
法
五
条
は
、
〔
省
略
〕
と
定
め
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て
い
る
。
／
こ
れ
ら
の
規
定
を
結
合
す
る
と
、
わ
が
現
行
法
制
の
立
て
前
は
、
国
の
行
政
事
務
は
、
内
閣
の
直
接
行
な
う
も
の
を
別
と
し
て
、
い
ず
れ
か
の
国

務
大
臣
に
分
担
管
理
さ
せ
る
こ
と
と
し
　
（
こ
こ
で
、
「
分
担
管
理
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
す
る
行
政
事
務
を
最
高
の
責
任
者
と
し
て
管
理
す
る
と
い

う
趣
旨
で
あ
る
）
、
そ
の
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
大
臣
を
主
任
の
大
臣
と
い
う
こ
と
　
（
憲
法
七
四
条
に
い
う
主
任
の
国
務
大
臣
も
こ
の
意
味
で
あ
ろ
う
）
、

国
の
行
政
組
織
と
し
て
内
閣
の
統
轄
の
下
に
総
理
府
お
よ
び
各
省
を
置
い
て
行
政
事
務
を
分
担
所
掌
さ
せ
る
が
、
そ
の
総
理
府
お
よ
び
各
省
の
長
は
、
内
閣
総

理
大
臣
ま
た
は
国
務
大
臣
を
も
っ
て
あ
て
る
こ
と
と
し
　
（
総
理
府
の
長
に
は
内
閣
総
理
大
臣
が
当
然
に
み
ず
か
ら
あ
た
る
）
、
こ
の
意
味
の
内
閣
総
理
大
臣
お
よ

び
各
省
大
臣
が
右
の
意
味
に
お
け
る
主
任
の
大
臣
に
あ
た
る
こ
と
と
い
う
こ
と
な
ど
で
あ
ろ
う
。
各
省
の
長
に
当
て
ら
れ
た
各
省
大
臣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管

す
る
省
の
名
前
を
冠
し
て
、
法
務
大
臣
、
外
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
な
ど
と
称
す
る
。
／
な
お
、
こ
の
さ
い
付
言
し
て
お
く
と
、
国
の
行
政
事
務
は
、
原
則
と
し

．H、

て
、
す
べ
て
総
理
府
及
び
各
省
が
分
担
所
掌
す
る
が
、
〔
以
下
省
略
〕
）

こ
こ
で
は
国
務
大
臣
－
主
任
の
大
臣
と
し
て
の
内
閣
総
理
大
臣
も
同
様
で
あ
ろ
う
－
に
よ
る
行
政
事
務
の
分
担
管
理
と
省
等
に
よ
る
行

（12）

政
事
務
の
分
担
所
掌
と
が
意
識
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
国
家
行
政
組
織
法
が
省
等
に
事
務
配
分
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
同
原
則
に
就
い
て
は
塩
野
宏
r
行
政
法
Ⅲ
」
　
（
第
三
版
）
　
六
〇
頁
以
下
及
び
藤
田
・
前
掲
一
二
四
頁
以
下
、
稲
葉
馨
「
「
行
政
」
　
の
任
務
・
機
能
と
国
家
行

政
組
織
改
革
」
公
法
研
究
六
二
号
三
七
頁
以
下
、
大
石
「
内
閣
制
度
の
展
開
」
公
法
研
究
六
二
号
五
七
頁
以
下
、
中
川
丈
久
「
r
分
担
管
理
原
則
」
と
公
文

書
管
理
」
　
（
総
合
研
究
開
発
機
構
・
高
橋
滋
共
編
r
政
策
提
言
　
公
文
書
管
理
の
法
整
備
に
向
け
て
」
所
収
）
　
二
二
九
頁
以
下
も
参
照
。

（
2
）
　
内
閣
法
案
の
立
案
過
程
に
於
け
る
各
条
項
の
変
遷
過
程
に
就
い
て
は
、
大
石
・
前
掲
一
四
三
頁
以
下
、
森
田
寛
二
　
r
行
政
改
革
の
違
憲
性
」
を
参
照
。
特

に
後
者
の
七
〇
頁
以
下
は
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
内
閣
法
三
条
の
制
定
過
程
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

（
3
）
　
以
上
、
四
六
年
一
〇
月
一
〇
日
案
及
び
四
七
年
一
月
四
日
案
は
井
手
文
書
二
二
四
四
三
〕
、
他
の
案
は
佐
藤
文
宙
二
二
七
三
〇
〕
　
に
よ
る
。

（
4
）
　
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
行
政
官
庁
法
案
の
当
初
案
が
従
来
の
立
案
作
法
と
異
な
り
省
等
の
組
織
体
を
事
務
を
掌
る
主
体
と
し
た
こ
と
の
理
由
が
問
題
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と
な
る
。
公
開
文
書
中
に
は
明
示
的
に
は
み
ら
れ
な
い
総
司
令
部
の
示
唆
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
以
後
の
案
で
組
織
体

を
事
務
配
分
か
ら
外
し
て
い
っ
た
立
案
の
経
緯
や
、
前
款
で
み
た
よ
う
に
従
来
の
立
案
作
法
に
則
っ
て
行
政
官
庁
法
案
が
立
案
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
総
司
令

部
側
が
疑
義
を
呈
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
説
明
で
き
な
く
な
る
　
（
こ
れ
と
は
示
唆
の
内
容
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
が
、
四
六
年
一
〇
月
二
〇
日
案
（
そ
し
て

内
閣
法
三
条
の
前
身
規
定
を
初
め
て
採
用
し
た
同
年
一
〇
月
一
七
日
付
内
閣
法
案
）
に
つ
き
総
司
令
部
側
か
ら
の
指
針
が
働
い
た
も
の
と
み
る
も
の
と
し
て
、

森
田
r
行
政
改
革
の
違
憲
性
」
二
一
三
頁
以
下
、
ま
た
七
三
頁
以
下
）
。

（
5
）
　
行
政
組
織
研
究
会
「
中
央
省
庁
等
改
革
関
連
法
律
の
理
論
的
検
討
（
こ
」
自
治
研
究
七
六
巻
九
号
二
二
頁
。
な
お
本
文
に
引
用
し
た
箇
所
の
前
で
は
、

行
政
改
革
会
議
に
内
閣
官
房
が
提
出
し
た
、
行
政
事
務
は
府
省
が
分
担
管
理
す
る
も
の
と
す
る
資
料
を
受
け
、
「
行
政
事
務
を
各
府
省
が
r
分
担
し
管
理
す

べ
き
で
あ
る
と
い
う
r
原
則
ヒ
　
に
関
す
る
問
題
を
以
下
検
討
す
る
と
も
述
べ
て
お
り
（
一
二
頁
）
、
同
稿
で
の
分
担
管
理
の
主
辞
が
府
省
と
い
っ
た
組
綴
体

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
行
政
改
革
会
読
最
終
報
告
に
於
て
も
、
同
様
の
理
解
の
上
に
立
っ
た
分
担
管
理
原
則
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
本
文
引
用
箇
所
で
は

分
担
管
理
の
主
体
は
「
大
臣
」
と
さ
れ
て
お
り
、
前
者
の
叙
述
と
の
関
係
は
問
題
と
な
ろ
う
。

ま
た
抑
々
こ
れ
ら
の
叙
述
に
は
、
行
政
事
務
を
分
担
管
理
す
る
主
体
は
各
省
大
臣
等
で
あ
っ
て
省
等
で
は
な
い
こ
と
か
ら
の
問
題
点
も
存
す
る
が
、
こ
れ

に
就
い
て
は
森
田
教
授
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
　
（
前
掲
二
二
九
頁
以
下
、
特
に
二
三
五
頁
）
。

（
6
）
　
藤
田
・
前
掲
四
〇
頁
。
な
お
、
今
村
都
南
雄
「
行
政
組
紙
制
度
」
　
（
西
尾
勝
・
村
松
岐
夫
編
r
講
座
行
政
学
二
巻
」
五
三
頁
、
同
r
官
庁
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」
五
六
頁
。

（
7
）
　
藤
田
・
前
掲
一
二
五
頁
。
ま
た
、
同
一
二
八
頁
。
更
に
引
用
箇
所
に
付
せ
ら
れ
た
証
で
は
、
分
担
管
理
原
則
の
根
拠
と
さ
れ
る
憲
法
七
四
条
は
（
「
内
閣

の
一
月
と
し
て
の
　
（
主
任
の
）
　
国
務
大
臣
」
　
の
法
律
執
行
責
任
に
つ
い
て
定
め
る
に
過
ぎ
ず
、
必
ず
し
も
「
各
省
大
臣
」
と
し
て
の
行
政
事
務
の
分
担
管
理

責
任
と
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
）
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
　
（
同
頁
註
一
四
）
。

（
8
）
　
な
お
「
内
閣
法
想
定
問
答
」
　
（
内
容
に
つ
い
て
は
参
照
、
大
石
・
前
掲
一
八
七
頁
以
下
）
　
で
は
、
「
分
担
管
理
」
に
い
う
「
「
管
理
」
　
の
語
は
各
省
の
長
と

い
う
様
な
立
場
で
の
仕
事
を
予
想
し
た
も
の
」
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
別
所
で
も
「
各
省
が
、
行
政
事
務
を
分
掌
す
る
」
と
の
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

内
閣
法
が
国
家
行
政
組
放
法
五
条
と
同
様
の
分
担
管
理
原
則
を
採
用
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
他
方
で
想
定
問
答
は
、
「
分
担
管
理
」
に
は
「
現
行

の
各
省
大
臣
の
如
く
直
接
行
政
官
庁
と
し
て
行
政
事
務
を
掌
る
こ
と
と
な
る
も
の
と
」
が
あ
る
と
も
述
べ
て
お
り
、
行
政
事
務
を
掌
る
主
体
が
省
で
あ
る
の

か
各
省
大
臣
で
あ
る
の
か
の
点
に
就
い
て
不
明
確
さ
を
残
し
て
い
る
。
尤
も
想
定
問
答
は
、
内
閣
法
三
条
の
　
「
別
に
法
律
で
定
め
る
」
に
い
う
法
律
と
し
て

「
大
体
行
政
官
庁
法
を
考
へ
て
い
る
」
と
述
べ
、
そ
の
行
政
官
庁
法
は
本
文
で
み
た
よ
う
に
、
省
等
が
行
政
事
務
を
掌
る
と
す
る
規
定
ぶ
り
か
ら
各
省
大
臣
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が
行
政
事
務
を
掌
る
場
と
し
て
省
等
を
位
置
づ
け
る
規
定
ぶ
り
へ
の
変
更
を
伴
う
立
案
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
立
案
関
係
者
の
意
識
と
し
て
は
各
省

大
臣
が
行
政
事
務
を
掌
る
主
体
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
9
）
　
岡
田
彰
r
現
代
日
本
官
僚
制
の
成
立
J
一
五
六
貫
。
ま
た
同
頁
註
六
六
に
挙
げ
ら
れ
た
赤
木
・
稲
川
昇
次
【
政
策
決
定
機
構
と
内
閣
補
助
部
局
」
六
二
月

以
下
　
（
稲
川
発
言
）
も
参
照
。

（
1
0
）
　
な
お
憲
法
や
内
閣
法
は
「
行
政
各
部
」
　
の
存
在
を
予
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
行
政
各
部
」
た
る
省
等
が
行
政
事
務
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
を
直
ち
に

帰
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
行
政
各
部
」
と
行
政
事
務
と
の
関
係
は
、
本
文
で
み
た
行
政
官
庁
法
の
立
案
過
程
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
省
大
臣
の
存
在

と
絡
み
つ
つ
、
多
様
な
あ
り
方
を
許
容
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
名
称
か
ら
各
省
の
存
在
を
予
定
す
る
各
省
官
制
で
の
規
定
の
あ
り
方
に
就
い
て

も
い
え
る
。

（
1
1
）
　
林
修
三
「
内
閣
の
組
織
と
運
営
」
（
田
中
・
原
・
柳
瀬
編
r
行
政
法
講
痙
四
巻
」
所
収
）
　
三
六
頁
以
下
。

（
1
2
）
　
な
お
一
九
八
三
年
の
国
家
行
政
組
綴
法
の
改
正
　
（
昭
五
八
法
七
七
）
　
で
、
府
省
が
「
内
閣
の
兢
轄
の
下
に
行
政
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
機
関
と
し
て
置
か
れ

る
」
旨
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
　
（
三
条
三
項
）
。

四
　
行
政
官
庁
理
論
と
の
関
係

以
上
の
よ
う
に
、
総
司
令
部
の
要
求
を
受
け
た
国
家
行
政
組
織
法
案
に
於
け
る
組
織
法
制
の
立
案
形
式
の
変
更
に
際
し
、
立
案
を
担
当

し
て
い
た
行
政
調
査
部
は
既
に
制
定
さ
れ
た
内
閣
法
に
規
定
さ
れ
る
分
担
管
理
原
則
を
存
置
す
る
こ
と
に
腐
心
す
る
一
方
で
、
各
省
官
制

で
採
ら
れ
て
き
た
行
政
官
庁
理
論
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
立
案
作
法
に
就
い
て
は
、
公
開
文
書
に
み
る
限
り
で
は
抵
抗
な
く
放
棄
し
て
い
る
。

他
方
で
各
省
レ
ベ
ル
で
は
同
理
論
へ
の
固
執
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
従
来
の
各
省
官
制
で
事
務
の
配
分
さ
れ
る
各
省
大
臣
が
対

外
的
意
思
表
示
を
な
す
行
政
官
庁
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
、
国
家
行
政
組
織
法
で
事
務
の
配
分
さ
れ
る
省
等
の
「
行
政
機
関
」
が

右
の
意
味
で
の
行
政
官
庁
で
も
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
へ
の
戸
惑
い
乃
至
－
行
政
官
庁
を
権
限
主
体
と
す
る
既
存
の
作
用
法
を
念
頭
に
置
い
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た
－
危
惧
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
従
来
行
政
官
庁
は
、
対
私
人
と
の
関
係
で
自
己
の
属
す
る
行
政
主
体
の
意
思
を
決
定
し
こ
れ
を
表
示
す
る
権
限
を
有
す
る
機

関
と
し
て
定
義
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
行
政
主
体
の
意
思
を
決
定
し
こ
れ
を
対
外
的
に
表
示
す
る
権
限
の
所
在

と
い
う
作
用
法
上
の
見
地
か
ら
す
る
要
素
で
あ
る
。
他
方
で
行
政
官
庁
は
原
則
と
し
て
官
制
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
「
一
般
に

如
何
な
る
種
類
の
事
務
に
付
き
権
限
を
有
す
る
か
」
　
に
係
る
「
一
般
権
限
」
を
有
す
る
と
も
説
明
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
個
々
の
場

（1）

合
に
如
何
な
る
行
為
を
な
し
う
る
か
は
こ
れ
と
は
別
途
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
一
般
権
限
」
を
定
め
て

い
る
と
さ
れ
る
規
定
、
例
え
ば
前
に
み
た
行
政
官
庁
た
る
各
省
大
臣
の
そ
れ
を
定
め
る
各
省
官
制
一
条
は
対
外
的
意
思
表
示
と
の
関
係
で

は
そ
の
根
拠
規
定
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
同
条
で
は
必
ず
し
も
対
外
的
意
思
表
示
に
係
る
も
の
で
は
な
い
作
用
も
各
省
大
臣
の

「
権
限
」
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
各
省
官
制
一
条
が
行
政
官
庁
た
る
各
省
大
臣
の
「
一
般
権
限
」
を
定
め
て
い
る
こ

と
、
即
ち
各
省
大
臣
に
包
括
的
な
事
務
配
分
を
し
て
い
る
こ
と
は
、
各
省
大
臣
が
行
政
官
庁
と
し
て
対
外
的
意
思
表
示
を
行
な
う
こ
と
と

（2）

は
別
に
考
え
う
る
。
例
え
ば
税
務
署
長
の
よ
う
に
通
例
は
各
省
大
臣
の
補
助
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
つ
つ
も
、
個
別
行
政
作
用
法
に

よ
り
対
外
的
権
限
を
与
え
ら
れ
行
政
官
庁
と
さ
れ
る
行
政
機
関
は
、
右
の
各
省
官
制
乃
至
各
省
設
置
法
上
の
包
括
的
事
務
配
分
を
な
さ
れ

て
い
る
訳
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
現
在
に
至
る
迄
、
行
政
官
庁
理
論
に
関
す
る
叙
述
で
は
、
行
政
活
動
の
主
辞
と
し
て
の
作
用
法
上

の
行
政
官
庁
に
係
る
説
明
と
包
括
的
事
務
配
分
の
な
さ
れ
る
組
織
法
上
の
行
政
官
庁
に
係
る
説
明
と
が
一
体
の
も
の
と
し
て
な
さ
れ
て
い

（2）
る
が
、
両
者
は
必
ず
し
も
一
体
の
も
の
で
あ
る
必
然
性
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
各
省
大
臣
に
事
務
配
分
を
行
な
っ
て
い

た
従
来
の
各
省
官
制
一
条
に
み
ら
れ
る
規
定
形
式
は
、
個
別
行
政
作
用
法
と
の
関
係
で
は
こ
れ
に
関
わ
ら
ず
変
更
を
な
す
こ
と
が
理
論
的

に
は
可
能
で
あ
り
、
前
に
み
た
国
家
行
政
組
織
法
案
に
対
す
る
商
工
省
等
の
意
見
に
み
ら
れ
る
危
惧
は
当
た
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
商
工
省
等
の
意
見
は
、
現
在
に
至
る
迄
一
般
的
に
な
さ
れ
て
い
る
行
政
官
庁
に
関
す
る
叙
述
と
同
様
に
、
作
用
法
上
の
行
政
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官
庁
と
組
織
法
上
の
行
政
官
庁
と
が
連
動
す
る
と
み
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
国
家
行
政
組
織
法
案
の
立
案
以
降
制
定
法
が
採
用
す
る
考
は
、

両
者
を
分
離
し
組
織
法
に
於
て
は
後
者
を
放
棄
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

国
家
行
政
組
織
法
案
の
立
案
過
程
に
於
て
従
来
官
制
の
立
案
作
法
で
あ
っ
た
行
政
官
庁
を
機
軸
と
し
た
事
務
配
分
が
日
本
側
の
さ
し
た

る
抵
抗
も
な
く
放
棄
さ
れ
た
の
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
前
款
迄
に
み
た
よ
う
に
、

国
家
行
政
組
織
法
案
の
立
案
担
当
者
は
、
マ
ー
カ
ム
の
意
見
後
は
組
織
法
上
の
行
政
官
庁
理
論
に
基
づ
く
事
務
配
分
は
放
棄
し
っ
つ
も
、

分
担
管
理
原
則
に
就
い
て
は
そ
の
維
持
に
固
執
し
て
い
た
。
そ
し
て
マ
ー
カ
ム
の
意
見
前
は
、
行
政
官
庁
た
る
各
省
大
臣
に
包
括
的
事
務

配
分
を
行
な
う
と
い
う
規
定
形
式
が
ま
た
、
各
省
大
臣
に
よ
る
行
政
事
務
の
分
担
管
理
を
も
体
現
す
る
も
の
と
考
え
、
こ
の
立
案
形
式
に

よ
る
新
行
政
官
庁
法
案
の
立
案
を
構
想
し
て
い
た
。
従
っ
て
従
来
の
組
織
法
制
の
採
る
立
案
形
式
は
、
組
織
法
上
の
行
政
官
庁
理
論
と
行

政
官
庁
た
る
各
省
大
臣
に
よ
る
行
政
事
務
の
分
担
管
理
の
両
者
を
兼
ね
備
え
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
が
、
そ
こ
で
問
題
と
な
る

の
は
、
か
か
る
意
義
を
持
つ
我
国
従
来
の
組
織
法
制
の
立
案
形
式
が
採
用
さ
れ
た
の
は
抑
々
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。
次
款
で
は
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
検
討
に
よ
り
、
日
本
側
が
分
担
管
理
原
則
に
固
執
し
た
こ
と
に

就
い
て
も
ー
ひ
い
て
は
分
担
管
理
原
則
の
持
つ
意
味
に
就
い
て
も
ー
、
新
た
な
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

（
1
）
　
美
濃
部
達
吉
r
日
本
行
政
法
上
巻
」
三
八
二
頁
以
下
。

（
2
）
　
本
文
で
述
べ
た
行
政
官
庁
に
認
め
ら
れ
た
権
限
に
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
行
為
の
問
題
も
含
め
、
行
政
官
庁
に
関
す
る
伝
統
的
な
説
明
が
必
ず
し
も
国
家
意

思
の
決
定
表
示
と
は
結
び
つ
い
て
い
な
い
こ
と
は
、
既
に
小
林
博
志
教
授
に
よ
っ
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
参
照
、
「
日
本
法
と
「
行
政
庁
」
概
念
の
展

開
」
〔
r
行
政
組
紙
と
行
政
訴
訟
」
所
収
〕
四
〇
頁
以
下
¶

（
3
）
　
例
外
は
、
美
濃
部
博
士
の
行
政
官
庁
に
関
す
る
説
明
に
就
い
て
、
前
註
で
挙
げ
た
検
討
を
受
け
て
、
「
行
政
組
級
法
上
の
行
政
官
庁
・
行
政
庁
」
と
「
行

政
裁
判
法
上
の
行
政
庁
」
と
が
異
な
る
と
指
摘
す
る
小
林
・
前
掲
四
五
頁
で
あ
る
。
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本
稿
中
本
号
掲
載
箇
所
は
、
平
成
一
六
二
七
二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
㈲
）
「
新
た
な
資
料
を
踏
ま
え
た
占
領

期
の
統
治
制
度
改
革
に
関
す
る
包
括
的
研
究
」
　
（
研
究
代
表
者
・
天
川
晃
放
送
大
学
教
授
）
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

本
稿
の
一
部
は
、
右
に
係
る
研
究
会
に
於
て
報
告
を
行
な
い
、
執
筆
の
際
に
は
そ
こ
で
の
議
論
を
参
考
に
し
て
い
る
。
研
究
会
の
各
位

に
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




